


　

第
４
回
定
例
会
は
11
月
28
日
に
招
集
さ
れ
、
12
月
17
日
ま
で
の
20
日
間
の
会
期
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
本
会
議
１
日
目
は
議
長
報
告
、
市
政
報
告
の
あ
と
、
平
成
25
年
度
各
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
の
委
員
長
報
告
19
件
、
人
事
案
16
件
、
報
告
１
件
、
条
例

案
３
件
、単
行
案
２
件
、補
正
予
算
案
11
件
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
認
定
・

同
意
・
承
認
・
可
決
さ
れ
た
後
、
当
局
か
ら
条
例
案
５
件
、
単
行
案
18
件
、
補
正
予
算
案

２
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
第
２
日
目
は
５
議
員
、
本
会
議
３
日
目
は
４
議
員
に

よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
市
当
局
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。
ま

た
、
本
会
議
３
日
目
に
条
例
案
、
単
行
案
、
補
正
予
算
案
、
陳
情
が
各
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
４
日
目
は
各
常
任
委
員
会
か
ら
の
報
告
を
求
め
、
条
例
案
、
単

行
案
、
補
正
予
算
案
計
25
件
を
原
案
可
決
。
ま
た
、
陳
情
は
１
件
を
不
採
択
と
し
、
採
択

さ
れ
た
７
件
に
つ
い
て
は
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。
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第
４
回
定
例
会　

▼
大
仙
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
全
会

一
致
で
可
決
）

　

健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
出
産
育
児
一
時
金
が
見
直
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

【
改
正
内
容
】

１
、
出
産
育
児
一
時
金
（
出
産
費
分
）
の

　
　

額
の
見
直
し
（
第
４
条
第
１
項
）

　
　
「
39
万
円
」
を
「
40
万
４
千
円
」
に

　
　

改
正
（
１
万
４
千
円
増
）

２
、
施
行
期
日　

平
成
27
年
１
月
１
日

３
、
経
過
措
置　

施
行
日
前
に
出
産
し
た

　
　

被
保
険
者
に
係
る
出
産
育
児
一
時
金

　
　

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

　
　

る
。

※
現
在
、
出
産
育
児
一
時
金
は
、
条
例
で

定
め
る
39
万
円
（
出
産
費
分
）
に
、
３
万

円
（
産
科
医
療
補
償
制
度
掛
金
補
助
分
）

を
加
算
し
た
42
万
円
を
支
給
し
て
お
り
ま

す
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
出
産
費
分
は

１
万
４
千
円
増
額
の
40
万
４
千
円
と
な
り

ま
す
が
、
加
算
し
て
い
る
産
科
医
療
制
度

掛
金
も
改
正
さ
れ
、
１
万
４
千
円
減
額
の

１
万
６
千
円
と
な
る
こ
と
か
ら
、
出
産
育

児
一
時
金
の
支
給
額
は
42
万
円
と
な
り
現

在
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

『
参
考
：
産
科
医
療
補
償
制
度
の
概
要
』

　

産
科
医
療
補
償
制
度
は
、
分
娩
に
関
し

発
症
し
た
重
度
脳
性
麻
痺
の
子
ど
も
と

家
族
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
（
総
額
３
，

０
０
０
万
円
ま
で
支
給
）
す
る
と
と
も

に
、
原
因
分
析
を
行
い
、
同
様
の
事
例
の

11
月
28
日（
金
）〜
12
月
17
日（
水
）
20
日
間

条

例

案

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

大
仙
市
の
た
め
に

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た

輝
か
し
い
平
成
27
年
を
迎
え
、
ご
健
勝

に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
市
議
会
に
対
し
温

か
い
ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
大
仙
市
で
は
、
長
年
の
懸
案

で
あ
っ
た
仙
北
組
合
総
合
病
院
の
改
築

が
行
わ
れ
、
大
曲
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
新
し
く
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
現
在
は
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
や
こ
ど
も
園
な
ど
が
建
設
さ
れ
る

南
街
区
の
工
事
が
着
々
と
進
行
し
て
お

り
ま
す
。
大
仙
市
の
中
心
市
街
地
で
あ

る
大
曲
駅
前
の
に
ぎ
わ
い
が
創
出
さ
れ

る
も
の
と
期
待
を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。

　

大
仙
市
議
会
で
は
、
平
成
23
年
10
月

に
制
定
し
た
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
い

て
、
市
民
か
ら
見
え
る
議
会
活
動
を
主

眼
に
議
会
改
革
を
推
進
し
て
お
り
ま

す
。
昨
年
の
３
回
目
の
市
政
懇
談
会
で

は
、人
口
減
少
問
題
、農
業
問
題
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
市
民
の
皆
様
か
ら
、
様
々

な
ご
意
見
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い

た
だ
い
た
ご
意
見
等
は
、
議
会
内
で
調

査
検
討
し
、
市
長
へ
要
望
す
る
と
と
も

に
、
議
会
内
で
政
策
提
言
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
市
長
か
ら

の
回
答
や
協
議
し
た
内
容
に
つ
い
て

は
、議
会
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

随
時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

こ
の
と
こ
ろ
の
社
会
情
勢
は
、
昨
年

４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
、
為
替
相
場

に
お
け
る
円
安
、
米
の
買
い
取
り
価
格

の
下
落
等
に
よ
り
、
消
費
を
控
え
ざ
る

を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
生
活
が
い
く
ら
か
で
も
豊
か
に

な
っ
た
と
実
感
で
き
る
世
の
中
に
な
る

よ
う
、
新
内
閣
に
は
大
い
に
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
の

財
政
状
況
が
厳
し
く
な
る
な
か
、
市
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
大
仙
市
の
た

め
、
議
会
活
動
を
通
し
て
、
努
力
し
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
、
大
仙
市
は
10
周
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
特
色
あ
る
大
仙

市
づ
く
り
に
向
け
て
、
市
民
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、「
人
が
活
き
人
が
集
う
夢
の

あ
る
田
園
交
流
都
市
」
進
展
の
た
め
の

取
り
組
み
を
さ
ら
に
成
熟
さ
せ
、
市
当

局
と
と
も
に
よ
り
一
層
励
ん
で
ま
い
る

決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
様
の
ご

多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

大仙市議会
議長　橋村　誠
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再
発
防
止
に
向
け
た
取
組
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
紛
争
の
防
止
、
早
期
解
決
及
び
産

科
医
療
の
質
の
向
上
を
目
的
と
し
た
制
度

で
す
。

▼
大
仙
市
太
田
高
齢
者
等
活
動
・
生
活
支

援
促
進
機
械
施
設
（
敬
愛
館
）
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

▼
大
仙
市
太
田
北
部
地
区
多
目
的
研
修
セ

ン
タ
ー
（
太
田
北
部
セ
ン
タ
ー
）
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

▼
大
仙
市
立
太
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
（
太
田
文
化
プ
ラ
ザ
）
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

▼
大
仙
市
多
目
的
運
動
広
場
（
太
田
球
場

隣
接
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
及
び
北
開
グ
ラ
ウ

ン
ド
）
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
全
会
一

致
で
可
決
）

　

指
定
管
理
者
ま
た
は
市
長
の
い
ず
れ
か

に
お
い
て
も
、
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
す
る
も
の
で
す
。

▲本会議　起立採決の様子

▼
平
成
26
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
９
号
）（
全
会
一
致
で
可
決
）

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
２
億
５
，
６
７

８
万
２
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
予
算
の

総
額
を
４
９
５
億
９
，
２
２
６
万
３
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

補
正
の
主
な
も
の
は
、
社
会
福
祉
法
人

が
西
仙
北
地
域
に
整
備
し
て
い
る
障
が
い

と
介
護
の
複
合
施
設
建
設
に
貸
付
を
行
う

資
金
と
し
て
地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付
事

業
費
１
億
４
千
万
円
、
同
法
人
に
交
付
す

る
障
が
い
者
施
設
整
備
事
業
費
補
助
金

２
，
５
０
７
万
３
千
円
、
保
育
士
の
処
遇

改
善
を
行
う
市
内
社
会
福
祉
法
人
に
対
す

る
補
助
金
と
し
て
５
，
０
０
５
万
８
千

円
、
学
校
施
設
天
井
等
落
下
防
止
対
策
事

業
費
と
し
て
、
市
内
13
小
学
校
分
の
経
費

７
０
８
万
３
千
円
、
中
学
校
分
の
経
費

３
９
６
万
３
千
円
、
払
田
柵
跡
西
側
の
史

跡
指
定
地
内
の
一
般
住
宅
の
改
築
現
場

で
、
新
た
に
文
化
財
で
あ
る
柵
が
発
見
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
土
地
の
買
い
上
げ
等
を

行
う
経
費
と
し
て
６
４
３
万
６
千
円
な
ど

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
平
成
26
年
度
大
仙
市
ス
キ
ー
場
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）（
全
会
一

致
で
可
決
）

　

大
台
ス
キ
ー
場
指
定
管
理
料
（
平
成
27

年
度
〜
平
成
31
年
度
）
の
債
務
負
担
行
為

の
設
定
限
度
額
に
２
，９
９
１
万
６
千
円
。

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
関
連
議
案
18
件
全
会
一
致
で
可
決
）

単　

行　

案

補
正
予
算

No. 施　設　名 指定管理者 指定期間 ※参考 H26指定管理料（円）

1 健康文化活動拠点センター「ペアーレ大仙」 （株）TMO大曲 H27. 4. 1～H30. 3.31 6,400,000

2 協和内水面漁業近代化施設（畜養殖場） 庄内養殖管理組合 H27. 4. 1～H32. 3.31 2,191,271協和広場等利用施設（びんだれ園）

3 太田地域農産物等活用型総合交流促進施設（太田交流プラザ） 太田町生活リゾート（株） H27. 4. 1～H32. 3.31 839,007
太田新興緑地広場（少年広場） 391,400

4 神岡生産物直売・食材供給施設（道の駅かみおか） （株）神岡ふるさと振興公社 H27. 4. 1～H32. 3.31 0
5 神岡交流促進センター（かみおか温泉嶽の湯） （株）神岡ふるさと振興公社 H27. 4. 1～H32. 3.31 0
6 西仙北ぬく森温泉ユメリア 新生ビルテクノ（株） H27. 4. 1～H32. 3.31 17,928,000
7 中仙地域農業総合管理施設（道の駅なかせん） 物産中仙（株） H27. 4. 1～H32. 3.31 18,263,250
8 協和温泉（四季の湯） （株）協和振興開発公社 H27. 4. 1～H32. 3.31 2,370,000

9 南外ふるさと館 厚生ビル管理（株） H27. 4. 1～H32. 3.31 14,458,000
南外民俗資料交流館（※平成27年度より直営） 4,290,000

10

史跡の里交流プラザ「柵の湯」

（株）東北ダイケン秋田支店 H27. 4. 1～H32. 3.31 0仙北まがり家
仙北歴史民俗資料館
仙北民具資料館（餅の館）

11
太田就業改善センター（中里温泉）

太田町生活リゾート（株） H27. 4. 1～H32. 3.31 0太田ふるさと館
太田南部コミュニティ・センター

12 太田交流の森 太田町生活リゾート（株） H27. 4. 1～H32. 3.31 0太田レクリエーションの森
13 大曲地域職業訓練センター （職）大曲仙北職業訓練協会 H27. 4. 1～H32. 3.31 8,206,783

14
大仙市民プール

大曲スポーツクラブ H27. 4. 1～H32. 3.31
4,228,149

大曲体育館 10,317,657
大曲武道館 1,726,629

15
西仙北緑地運動広場野球場

（株）オーエンス H27. 4. 1～H30. 3.31 10,728,628西仙北緑地運動広場グラウンド・ゴルフ場
西仙北スポーツセンター

16

太田トレーニングセンター

太田町生活リゾート（株） H27. 4. 1～H32. 3.31

2,473,167
太田体育館 9,642,177
太田球場 6,779,389
太田テニスコート ▲ 375,000
太田多目的運動広場 66,286
太田体育館クラブハウス 0
太田多目的グラウンド（※平成27年度より直営） 71,280

17 大台スキー場 太田町生活リゾート（株） H27. 4. 1～H32. 3.31 9,051,429

18
太田南部地区公園

太田町生活リゾート（株） H27. 4. 1～H32. 3.31 4,549,000横沢東農村公園
太田東部地区公園（※平成27年度より直営）
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平
成
27
年
３
月
を
目
処
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

計
画
を
示
し
た
い
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質
問 　

合
併
後
10
年
が
経
ち
、
現
在
、

新
市
建
設
に
要
し
た
借
金
返
済
と
い
う
重

い
課
題
を
背
負
っ
て
い
る
。
県
内
各
市
で

は
財
政
の
分
析
・
課
題
・
方
針
を
ま
と
め

た
中
・
長
期
の
財
政
計
画
を
定
め
て
い
る
。

市
で
は
悪
化
し
て
い
た
実
質
公
債
費
比
率

が
改
善
し
た
と
し
て
平
成
25
年
に
公
債
費

適
正
化
計
画
を
終
了
し
た
が
、
そ
の
後
、

市
に
は
財
政
計
画
が
な
い
。
平
成
28
年
度

か
ら
の
総
合
計
画
の
裏
付
け
と
し
て
、
財

政
計
画
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 

市
長 　

国
は
合
併
特
例
債
の
発
行
を
５

年
間
延
長
す
る
。
こ
の
特
例
債
を
使
う
新

市
建
設
計
画
に
必
要
な
財
政
計
画
を
現
在

作
成
し
て
い
る
。
こ
の
財
政
計
画
は
次
期

総
合
計
画
の
基
本
と
な
り
、
平
成
27
年
３

月
を
目
処
に
議
会
に
示
し
た
い
。

 

質
問 　

実
質
公
債
費
比
率
は
高
い
数
値

が
悪
い
状
態
を
指
す
。
全
国
の
類
似
団
体

の
実
質
公
債
費
比
率
の
平
均
は
、
平
成
20

年
度
か
ら
24
年
度
ま
で
の
４
年
間
で
14
・

３
％
か
ら
10
・
３
％
と
４
％
も
改
善
し
て

い
る
。
一
方
、
大
仙
市
は
平
成
20
年
度
は

18
・
９
％
で
、
24
年
度
は
18
・
４
％
と
４

年
間
で
０
・
４
％
し
か
改
善
し
て
い
な
い
。

翌
年
の
25
年
度
は
17
・
６
％
と
改
善
は
し

て
い
る
が
、
類
似
団
体
と
比
較
し
て
改
善

の
足
取
り
は
遅
い
。
こ
れ
か
ら
の
財
政
改

善
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

 

市
長 　

市
の
実
質
公
債
費
比
率
が
高
い

の
は
、
合
併
前
後
の
建
設
投
資
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
平
成
25
年
度
に
18
％
以
下
に

抑
え
た
が
、
類
似
団
体
や
県
内
自
治
体
と

比
べ
る
と
未
だ
高
い
。
実
質
公
債
費
比
率

は
３
ヶ
年
の
平
均
値
な
の
で
短
期
間
で
の

改
善
は
見
込
め
な
い
が
、
年
々
改
善
す
る

と
見
込
ん
で
い
る
。

 

質
問 　

合
併
か
ら
10
年
間
は
国
か
ら
財

政
支
援
を
受
け
ら
れ
る
が
、
来
年
度
か
ら

段
階
的
に
45
億
円
の
支
援
が
減
額
さ
れ

る
。
こ
の
減
額
分
と
人
口
減
少
に
伴
う
交

付
税
減
額
が
、
次
期
総
合
計
画
の
政
策
的

経
費
に
ど
の
程
度
の
影
響
を
与
え
る
の
か

伺
う
。

 

市
長 　

財
政
支
援
は
５
年
後
に
は
な
く

な
る
た
め
、
合
併
し
た
自
治
体
は
国
に
支

援
継
続
を
働
き
か
け
て
い
る
。そ
の
結
果
、

当
市
で
も
支
所
経
費
を
２
ヶ
所
か
ら
７
カ

所
に
見
直
し
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
消
防

施
設
・
公
民
館
な
ど
に
つ
い
て
も
見
直
さ

れ
、
45
億
円
の
６
割
程
度
は
継
続
し
て
支

援
を
受
け
ら
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
し
か

し
、交
付
税
は
人
口
減
少
の
影
響
も
あ
り
、

引
き
続
き
行
政
改
革
と
財
政
健
全
化
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
。

Ｑ　

大
仙
市
に
財
政
計
画
が
な
い
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

必
要
で
は
な
い
か

９人の議員が市政全般にわたり
市当局の見解を質しました。一般質問

　

平
成
26
年
第
５
回
臨
時
会
が
10

月
15
日
に
１
日
の
会
期
で
招
集
さ

れ
、
単
行
案
２
件
、
補
正
予
算
案

１
件
の
計
３
件
が
上
程
さ
れ
、
原

案
可
決
、
ま
た
、
追
加
提
案
さ
れ

た
委
員
会
提
出
意
見
書
案
１
件
が

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
全
会

一
致
で
可
決
）

　

消
防
団
に
給
貸
与
し
て
い
る
被

服
等
の
う
ち
、
活
動
服
及
び
ア
ポ

ロ
キ
ャ
ッ
プ
を
２
，
９
１
６
万
円

で
購
入
す
る
も
の
で
す
。

▼
西
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

（
建
築
）
工
事
請
負
契
約
の
変
更

に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

　

昨
今
の
労
務
単
価
及
び
資
材
単

価
の
急
激
な
変
動
に
伴
い
、
契

約
金
額
を
変
更
す
る
も
の
で
、

２
，
３
１
７
万
６
千
８
百
円
を

増
額
し
、
契
約
額
を
４
億
１
，

４
６
７
万
６
千
８
百
円
に
改
め
る

も
の
で
す
。

▼
平
成
26
年
度
大
仙
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）（
全
会
一

致
で
可
決
）

　

８
月
の
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た

市
道
等
の
災
害
復
旧
経
費
や
、
米

の
概
算
金
の
大
幅
な
下
落
に
よ
り

減
収
が
見
込
ま
れ
る
農
業
者
等
に

対
す
る
県
の
無
利
子
融
資
制
度
の

創
設
に
合
わ
せ
、
こ
れ
に
係
る
信

用
保
証
料
の
市
負
担
金
な
ど
に
つ

い
て
補
正
を
行
う
も
の
で
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
３
億
５
９
３
万
１
千
円
を
追

加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を

４
９
２
億
７
５
９
万
９
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

▼
米
価
下
落
に
伴
う
緊
急
の
対
応

策
を
求
め
る
意
見
書
（
全
会
一
致

で
可
決
）

　

国
の
収
入
減
少
緩
和
対
策
（
ナ

ラ
シ
対
策
）
の
継
続
と
、
交
付
金

の
早
期
支
払
い
な
ど
を
求
め
る
も

の
で
、
農
林
水
産
大
臣
な
ど
に
送

付
し
ま
し
た
。

第
５
回
臨
時
会

10
月
15
日（
水
）
１
日
間

▲被災した南外地域の市道



日本共産党
佐藤文子 議員

Ｑ　

生
ご
み
の
分
別
収
集
と

　
　
　
　
　
　
　

堆
肥
化
施
設
の
検
討
を

Ｑ　

元
気
な
高
齢
者
が
自
信
の
技
術
や
特
技
等
を

　
　
　

地
域
で
生
か
す
大
仙
市
版
「
マ
イ
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

制
度
」
を
導
入
し
て
は
ど
う
か

Ａ　

埋
も
れ
て
い
る
人
材
の
発
掘
と
、
そ
の

　
　
　

  

活
躍
の
場
の
仕
組
み 

づ
く
り
の
中
で

　
　
　
　

  「
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
」
も
参
考
に
す
る

Ａ　

ご
み
焼
却
施
設
の
性
能
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　

慎
重
に
考
え
た
い

5

一般質問

公明党
秩父博樹  議員

 

質
問 　

こ
れ
ま
で
の
「
自
助
・
共
助
・

公
助
」
に
加
え
、
住
民
間
の
信
頼
関
係
に

基
づ
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
目
に
見

え
な
い
財
産
で
あ
る
「
互
助
」
に
よ
る
社

会
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
元
気
な
高
齢
者

が
自
身
の
技
術
や
特
技
等
を
地
域
で
生
か

す
、
大
仙
市
版
「
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
」
の

導
入
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解

を
伺
う
。

 

市
長 　

大
仙
市
版「
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
」

の
導
入
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
一
部
、
地

方
公
共
団
体
で
は
「
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
」

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
観
光
や
物
産
品
な

ど
の
分
野
に
お
い
て
、
卓
越
し
た
技
能
や

知
識
を
得
た
人
材
を
育
成
し
、
そ
の
分
野

を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て

行
っ
て
い
る
も
の
と
把
握
し
て
い
る
。

　

少
子
高
齢
化
が
加
速
す
る
現
状
の
中
、

「
公
助
」
や
「
共
助
」
に
は
限
界
が
あ
り
、

今
後
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

活
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
住
民
組
織
の
活
動
な
ど

「
互
助
」
の
占
め
る
役
割
は
大
き
く
、
元

気
な
高
齢
者
が
そ
の
担
い
手
と
し
て
活
躍

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

市
で
は
、
介
護
予
防
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
「
介
護
予
防
い
き
い
き
隊
」
や
、
認

知
症
の
方
や
家
族
を
地
域
で
見
守
っ
て
い

く
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」、
ま
た
、
社

会
福
祉
協
議
会
が
養
成
し
て
い
る
、
日
常

生
活
の
支
援
を
行
う
「
生
活
・
介
護
支
援

サ
ポ
ー
タ
ー
」
な
ど
、
す
で
に
地
域
で
活

動
さ
れ
て
い
る
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

多
様
な
人
材
の
活
用
と
と
も
に
、
埋
も
れ

て
い
る
人
材
の
発
掘
と
そ
の
活
動
の
場
の

仕
組
み
づ
く
り
の
中
で
、「
マ
イ
ス
タ
ー

制
度
」
に
つ
い
て
も
参
考
に
す
る
。

※
秩
父
議
員
は
こ
の
他
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
高
齢
世
帯
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
介
護
・
医
療
に
つ
い
て
、
交
通
弱
者

支
援
及
び
公
共
施
設
等
の
障
が
い
者
・
高

齢
者
へ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

 

質
問 　

大
仙
美
郷
環
境
事
業
組
合
が
発

行
す
る
処
理
年
報
に
よ
る
と
、
焼
却
量
は

増
加
傾
向
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

埋
立
処
理
量
も
増
加
し
て
い
る
。
焼
却
施

設
の
延
命
化
と
埋
立
量
軽
減
の
た
め
、
ご

み
の
約
４
割
を
占
め
、
か
つ
６
割
が
水
で

あ
る
生
ご
み
を
燃
や
さ
な
い
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
。
生
ご
み
の
分
別
収
集
と
堆
肥

化
施
設
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 

市
長 　

生
ご
み
の
排
出
の
実
態
と
し
て

水
分
を
多
く
含
ん
で
い
る
も
の
が
多
く
、

水
切
り
な
ど
の
対
応
に
よ
り
排
出
量
を
削

減
し
、減
量
化
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
る
。

現
在
稼
働
し
て
い
る
ご
み
焼
却
炉
は
当
地

域
の
ご
み
の
性
状
を
調
査
し
た
う
え
で
設

計
さ
れ
て
お
り
、
生
ご
み
を
分
別
す
る
な

ど
に
よ
り
焼
却
す
る
ご
み
質
が
大
幅
に
変

更
と
な
っ
た
場
合
、
焼
却
効
率
が
低
下
す

る
ば
か
り
で
な
く
、
焼
却
炉
の
損
傷
を
早

め
る
危
険
性
が
生
じ
る
。
生
ご
み
の
分
別

に
つ
い
て
は
慎
重
に
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
分
別
や
収
集
運
搬
に
要
す
る
経

費
、
新
た
に
堆
肥
化
施
設
を
整
備
す
る
経

費
な
ど
、
さ
ら
な
る
経
費
の
増
加
が
見
込

ま
れ
、
生
産
さ
れ
る
堆
肥
の
安
定
し
た
流

通
ル
ー
ト
の
確
保
や
市
民
に
分
別
作
業
の

負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
、
理
解

を
得
る
こ
と
や
普
及
活
動
と
労
力
が
必
要

で
あ
る
こ
と
な
ど
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
が

多
く
、
現
段
階
で
は
難
し
い
と
思
っ
て
い

る
。

　

福
祉
灯
油
購
入
助
成
事
業
の
実
施
を

　 

質
問 　

26
年
度
の
灯
油
価
格
は
上
半
期

の
平
均
が
昨
年
同
期
よ
り
高
く
な
っ
て
い

る
。
消
費
税
増
税
や
年
金
受
給
額
の
減
少

な
ど
重
な
り
、
生
活
に
追
い
打
ち
を
か
け

て
い
る
。
低
所
得
者
や
高
齢
者
、
障
害
者

世
帯
へ
福
祉
灯
油
助
成
事
業
を
今
年
も
実

施
す
る
よ
う
求
め
る
が
ど
う
か
。

 

久
米
副
市
長 　

宅
配
灯
油
の
価
格
動
向

は
、
９
月
22
日
を
ピ
ー
ク
に
急
激
な
値
下

が
り
が
進
み
、
昨
年
同
期
を
下
回
り
、
消

費
税
分
も
考
え
合
わ
せ
る
と
極
め
て
大
幅

な
値
下
が
り
で
あ
る
。
継
続
し
て
価
格
動

向
を
注
視
す
る
が
、
現
時
点
で
は
実
施
は

考
え
て
い
な
い
。

※
佐
藤
文
子
議
員
は
こ
の
他
、
ハ
ウ
ス
農

家
へ
の
燃
料
費
助
成
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。



大地の会
高橋幸晴  議員

だいせんの会
古谷武美  議員

6

一般質問

 

質
問 　
「
囲
碁
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
４
in

大
仙
」
で
開
催
さ
れ
た
各
事
業
の
今
後
の

実
施
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

 

市
長 　

開
催
さ
れ
た
各
事
業
に
つ
い
て

は
、「
子
ど
も
指
導
囲
碁
」
を
継
続
し
、「
子

ど
も
囲
碁
大
会
」
や
「
囲
碁
合
宿
」
を
開

催
し
、
世
代
や
地
域
を
超
え
た
交
流
を
目

指
し
、
サ
ミ
ッ
ト
で
志
を
一
に
し
て
い
る

全
国
自
治
体
と
も
交
流
の
輪
を
広
げ
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

質
問 　
「
秋
田
の
美
×
写
真
の
力
」
で

開
催
さ
れ
た
各
事
業
の
今
後
の
実
施
方
針

に
つ
い
て
伺
う
。

 

市
長 　

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
で
実
施
し
た

「
こ
ど
も
カ
メ
ラ
マ
ン
教
室
」
と
「
指
導

者
育
成
教
室
」
を
継
続
開
催
し
、
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
撮
影
指
導
者
育

成
を
図
り
た
い
。

 

質
問 　
「
旧
池
田
氏
庭
園
秋
の
園
遊
会
」

で
開
催
さ
れ
た
各
事
業
の
今
後
の
実
施
方

針
に
つ
い
て
伺
う
。

 
市
長 　

旧
池
田
氏
庭
園
に
マ
ッ
チ
し
た

伝
統
文
化
や
郷
土
芸
能
に
よ
り
和
の
心
を

演
出
し
、
日
本
古
来
の
美
意
識
や
風
情
を

感
じ
て
い
た
だ
く
場
を
提
供
し
た
が
、
引

き
続
き
、
他
の
分
野
か
ら
の
出
演
も
取
り

入
れ
た
園
遊
会
を
、
各
団
体
や
教
育
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
開
催
し
た
い
と
考
え
て

 

質
問 　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
に
沿
っ
た
地
方
版
総
合
戦
略
を
、

当
市
で
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

 

市
長 　

現
在
、
総
合
戦
略
に
関
す
る
詳

細
や
、
国
の
具
体
的
な
支
援
内
容
に
関
す

る
情
報
を
鋭
意
収
集
し
て
お
り
、
明
ら
か

に
な
っ
た
段
階
で
着
手
し
た
い
。
ま
た
、

次
期
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、
総

合
戦
略
と
整
合
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

 

質
問 　

人
口
減
少
時
代
に
合
わ
せ
た
新

た
な
価
値
観
を
生
み
出
し
、
地
域
を
新
し

く
つ
く
り
替
え
る
地
域
活
性
化
策
を
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
早
急
に
庁

内
に
人
口
減
少
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
創
設
し
た
ら
ど
う
か
。

 

市
長 　

来
年
度
、
庁
内
の
20
代
・
30
代

の
若
手
職
員
か
ら
意
見
を
聴
き
、
勉
強
会

を
設
け
る
な
ど
し
て
、
地
元
定
着
・
人
口

減
少
の
抑
制
の
施
策
と
し
て
、
次
期
総
合

計
画
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
。

 

質
問 　

農
業
６
次
化
に
向
け
て
、生
産
・

加
工
・
販
売
の
各
分
野
の
組
織
づ
く
り
を

進
め
る
と
と
も
に
、
各
分
野
に
専
門
者
・

技
術
者
の
要
請
を
図
り
、『
農
業
６
次
化

産
業
構
想
』
を
打
ち
出
し
た
ら
ど
う
か
。

 

市
長 　

取
り
組
み
の
方
向
や
具
体
的
な

い
る
。
大
仙
市
を
代
表
す
る
国
指
定
名
勝

旧
池
田
氏
庭
園
に
癒
し
空
間
を
創
造
し
、

訪
れ
る
皆
様
に
大
仙
市
の
文
化
を
堪
能
い

た
だ
け
る
場
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
ま
い

り
た
い
。

 

質
問 　
「
伝
統
×
挑
戦　

日
本
の
花
火
・

大
曲
の
花
火
」
の
今
後
の
実
施
方
針
に
つ

い
て
伺
う
。

 

市
長 　
「
国
民
文
化
祭
」
を
盛
り
上
げ
、

今
後
の
文
化
振
興
に
結
び
付
け
る
県
民
参

加
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、「
日

本
の
花
火
」
と
「
大
曲
の
花
火
」
の
歴
史

を
振
り
返
り
、
そ
し
て
未
来
に
つ
い
て
考

え
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に
は
な
い
花
火

の
祭
典
で
あ
っ
た
。

　

わ
ず
か
１
時
間
あ
ま
り
の
花
火
シ
ョ
ー

だ
っ
た
が
、
約
３
万
人
の
方
々
が
観
賞
さ

れ
た
。
国
文
祭
に
花
を
添
え
な
が
ら
「
大

曲
の
花
火
」
を
Ｐ
Ｒ
し
、
花
火
の
歴
史
・

未
来
を
学
び
、
か
つ
、
大
き
な
経
済
効
果

が
あ
っ
た
素
晴
ら
し
い
事
業
で
あ
っ
た
こ

と
は
十
分
に
認
識
し
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
地
域
経
済
と
交
流
人
口

の
拡
大
等
へ
の
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
大
曲
商
工
会
議
所
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
団
体
と
内
容
を
詰
め
、
実
施

に
向
け
、
県
の
補
助
制
度
の
活
用
を
含
め

て
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

支
援
の
方
策
な
ど
を
整
理
し
て
、
平
成
28

年
度
を
初
年
度
と
す
る
次
期
農
業
振
興
計

画
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

 

質
問 　

認
知
症
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

 

老
松
副
市
長 　

来
年
度
か
ら
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
認
知
症
の
傾
向
が

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
認
知
症
チ
ェ
ッ
カ
ー
を

導
入
す
る
ほ
か
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
の
設
置
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

 

質
問 　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
を

考
え
て
は
。

 

老
松
副
市
長 　

子
ど
も
た
ち
が
心
身
と

も
健
全
に
発
達
す
る
た
め
に
は
、
幼
少
期

の
体
験
が
大
き
く
影
響
す
る
の
で
、
的
確

な
支
援
が
行
え
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た

い
。

Ａ　

評
価
を
行
っ
た
う
え
で

　
　
　
　

増
額
も
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

Ｑ　

地
域
枠
予
算
を
一
律

　
　
　
　
　

一
千
万
円
と
し
た
ら
ど
う
か

Ａ　

国
民
文
化
祭
を
契
機
に
次
世
代
育
成

　
　
　
　

を
図
る
事
業
を
計
画
し
て
い
く

Ｑ　

国
民
文
化
祭
を
終
え
て
の

　
　
　
　
　
　
　

今
後
の
取
組
に
つ
い
て

９
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た

一
般
質
問

4月から、放課後児童クラブの対象
児童が小学校6年生まで拡大されま
す。
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質
問 　

座
間
市
と
友
好
交
流
都
市
協
定

を
結
ぶ
に
あ
た
り
、
将
来
的
に
ど
の
よ
う

な
交
流
が
想
定
さ
れ
る
か
市
長
の
考
え
を

伺
う
。

 

市
長 　

行
政
同
士
に
よ
る
交
流
の
み
な

ら
ず
、
大
仙
市
民
に
広
く
座
間
市
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
市
民
レ
ベ
ル
の
交
流
を
ま

す
ま
す
盛
ん
に
す
る
よ
う
努
め
る
必
要
が

あ
り
、
そ
れ
が
、
ひ
い
て
は
座
間
市
・
大

仙
市
双
方
の
発
展
と
地
域
活
性
化
に
寄
与

す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
将
来
的
に
は

市
民
や
民
間
交
流
団
体
が
主
体
と
な
っ

て
、
よ
り
自
由
な
交
流
を
は
じ
め
、
座
間

市
を
介
し
て
近
隣
自
治
体
へ
の
広
域
的
な

波
及
効
果
を
期
待
し
な
が
ら
、
事
業
推
進

を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

市
道
の
改
良
及
び
補
修
に
つ
い
て

 

質
問 　

大
曲
駅
周
辺
の
開
発
事
業
に
よ

り
予
算
圧
縮
さ
れ
、
遅
れ
て
い
た
中
心
部

以
外
の
市
道
の
改
良
を
進
め
て
ほ
し
い
。

 

久
米
副
市
長 　

平
成
26
年
度
か
ら
は
、

国
の
補
助
事
業
で
あ
る
防
災
・
安
全
等
の

交
付
金
事
業
を
積
極
的
に
活
用
し
た
舗
装

や
橋
梁
の
維
持
修
繕
事
業
に
着
手
し
て
い

る
。
今
年
度
の
交
付
金
事
業
が
４
億
円
規

模
で
あ
り
、
さ
ら
に
27
年
度
は
８
億
円
を

 

質
問 　

農
業
が
基
幹
産
業
で
あ
る
大
仙

市
に
お
い
て
、
大
規
模
化
・
産
業
化
を
目

指
す
現
在
の
農
政
は
農
家
・
農
村
に
戸
惑

い
と
不
安
を
与
え
て
い
る
が
、
季
節
出
稼

ぎ
や
兼
業
で
地
域
を
支
え
て
き
た
中
小
稲

作
農
家
を
守
り
、
地
域
の
衰
退
を
防
ぐ
た

め
に
は
何
を
す
べ
き
か
、
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

 

市
長 　

国
は
農
業
の
競
争
力
の
強
化
を

図
り
、
成
長
産
業
化
を
促
す
プ
ロ
セ
ス
に

お
い
て
、
農
業
の
大
規
模
化
や
コ
ス
ト
縮

減
に
よ
り
生
産
費
の
４
割
を
削
減
す
る
こ

と
を
目
標
に
掲
げ
、
施
策
の
展
開
を
図
ろ

う
と
し
て
い
る
が
、
は
た
し
て
実
効
性
が

あ
る
の
か
ど
う
か
見
え
て
こ
な
い
こ
と
か

ら
不
安
を
抱
い
て
い
る
。

　

こ
の
難
し
い
局
面
に
お
い
て
地
域
農
業

を
展
開
し
て
い
く
う
え
で
は
、
産
業
政
策

と
し
て
の
農
業
と
、
農
村
の
有
す
る
多
面

的
機
能
の
維
持
・
発
揮
な
ど
の
地
域
政
策

を
車
の
両
輪
の
ご
と
く
推
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

産
業
政
策
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
中
小

稲
作
農
家
を
切
り
捨
て
、
農
村
地
域
社
会

が
崩
壊
し
た
の
で
は
本
末
転
倒
で
あ
り
、

食
糧
の
自
給
を
原
則
に
消
費
者
の
立
場
を

超
え
る
事
業
費
を
国
に
要
望
し
て
い
る
。

今
後
、
大
仙
市
全
域
の
整
備
水
準
の
平
準

化
と
整
備
基
準
の
統
一
化
を
図
る
と
と
も

に
、
現
在
、「
大
仙
市
道
路
整
備
に
関
す

る
指
針
」
の
改
訂
を
進
め
て
お
り
、
事
業

の
緊
急
性
・
必
要
性
を
判
断
し
な
が
ら
、

必
要
な
事
業
に
は
重
点
的
に
予
算
を
配
分

し
た
い
。

 

質
問 　

市
道
で
舗
装
の
老
朽
化
に
伴
う

破
損
部
分
が
年
々
増
え
て
お
り
、
危
険
な

状
況
に
あ
る
。
こ
れ
を
集
中
的
に
修
繕
で

き
な
い
か
。

 

久
米
副
市
長 　

幹
線
道
路
に
は
防
災
・

安
全
社
会
資
本
整
備
交
付
金
を
活
用
し
た

路
面
修
繕
事
業
に
よ
り
集
中
的
に
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
交
付
金
の

対
象
と
な
ら
な
い
生
活
道
路
に
は
、
今
年

度
新
た
に
体
制
を
構
築
し
た
直
営
の
舗
装

作
業
班
を
全
地
域
に
派
遣
し
、
部
分
的
な

オ
ー
バ
ー
レ
イ
舗
装
に
よ
り
対
処
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
危
険
箇
所
や
緊
急
補
修

を
必
要
と
す
る
箇
所
に
柔
軟
に
対
応
可
能

な
自
由
度
の
高
い
補
修
予
算
を
各
地
域
ご

と
に
配
分
し
、
地
域
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず

重
点
的
に
予
算
配
分
を
行
い
、
歩
行
者
や

車
両
の
通
行
の
安
全
性
を
確
保
し
、
市
民

生
活
の
安
定
化
に
努
め
て
い
く
。

尊
重
し
、
農
業
は
国
民
に
安
全
・
安
心
な

食
料
を
継
続
的
に
提
供
す
る
こ
と
を
政
策

の
基
本
に
据
え
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

安
全
対
策
に
係
る
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　

早
期
執
行
に
つ
い
て

 

質
問 　

市
民
生
活
の
安
全
に
か
か
わ
る

事
業
に
つ
い
て
は
、
年
度
初
め
に
で
き
る

だ
け
早
期
に
点
検
を
行
い
、
６
月
を
目
途

に
修
繕
・
整
備
を
完
了
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

 

久
米
副
市
長 　

年
度
初
め
に
お
け
る
早

期
の
点
検
・
整
備
が
肝
要
と
考
え
て
お
り
、

債
務
負
担
行
為
の
設
定
等
様
々
な
手
法
を

活
用
し
な
が
ら
、
道
路
補
修
が
必
要
な
路

線
を
除
く
グ
リ
ー
ベ
ル
ト
等
区
画
線
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
５
月
ま
で
に
期
限
を
定

め
、
事
業
執
行
に
努
め
る
ほ
か
、
街
路
灯
、

そ
の
他
に
つ
い
て
も
速
や
か
に
適
切
な
対

応
策
を
講
じ
て
ま
い
り
た
い
。

大地の会
佐藤育男 議員

Ａ　

国
民
へ
の
安
全
・
安
心
な
食
料
提
供

　
　

を
政
策
の
基
本
に
す
べ
き
と
考
え
る

一般質問

市民クラブ
佐藤隆盛  議員

り
市
当
局
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

一
般
質
問Ｑ　

農
政
に
関
す
る
市
長
の
見
解
は

Ｑ　

座
間
市
と
の
友
好
交
流
都
市
協
定
を

　
　
　
　
　
　

結
ぶ
に
あ
た
り
今
後
の
交
流
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
う
進
め
て
い
く
の
か

Ａ　

両
市
の
発
展
、
地
域
活
性
化
の
た
め

　
　
　
　
　

官
民
レ
ベ
ル
で
交
流
を
ま
す
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

盛
ん
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
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新政会
小山緑郎  議員

大地の会
本間輝男  議員

一般質問

 

質
問 　

米
価
下
落
に
よ
り
法
人
・
集
落

営
農
・
大
規
模
農
家
ほ
ど
深
刻
な
状
況
に

あ
る
。
経
営
体
の
組
織
率
は
向
上
す
る
と

思
う
が
、
地
域
に
合
致
し
た
力
強
さ
が
求

め
ら
れ
る
。
支
援
強
化
と
育
成
の
方
向
を

ど
う
捉
え
て
お
る
か
。

 

市
長 　

11
月
現
在
、
当
市
で
77
農
業
法

人
、
50
集
落
営
農
組
織
、
１
３
５
０
認
定

農
業
者
が
存
在
し
、
規
模
拡
大
と
効
率
化

の
実
現
を
目
指
し
、
担
い
手
の
育
成
・
確

保
を
図
っ
て
い
る
。

　

農
業
の
組
織
化
を
強
め
、
広
範
な
水
田

の
有
効
活
用
を
進
め
な
が
ら
、
持
続
可
能

な
農
業
の
実
現
に
向
け
、
所
得
の
確
保
と

経
営
の
安
定
化
な
ど
、
経
営
体
質
の
強
化

を
支
援
し
、
法
人
化
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充

実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

 

質
問 　

米
依
存
か
ら
の
脱
却
に
向
け
、

後
継
者
育
成
と
支
援
は
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。積
極
的
支
援
体
制
の
強
化
策
を
伺
う
。

 
市
長 　

地
域
農
業
の
次
代
の
担
い
手
育

成
が
重
点
事
項
で
あ
る
。
37
名
の
市
農
業

施
設
研
修
修
了
生
が
就
農
を
開
始
し
て
い

る
ほ
か
、「
農
業
元
気
賞
」
の
受
賞
者
23

名
も
地
域
農
業
を
牽
引
し
活
躍
し
て
い

る
。
ま
た
、
青
年
就
農
給
付
金
制
度
を
活

 

質
問 　

鈴
木
空
如
に
つ
い
て
広
く
周
知

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
法
隆
寺
の
大
野
管

長
等
の
講
演
会
を
企
画
し
て
は
ど
う
か
。

 

市
長 　

国
民
文
化
祭
応
援
事
業
の
「
鈴

木
空
如
展
」
に
は
11
日
間
で
１
６
６
０
人

の
見
学
者
が
あ
り
、
市
外
県
外
の
見
学
者

が
多
か
っ
た
こ
と
は
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
の

報
道
も
あ
り
、
確
実
に
鈴
木
空
如
が
知
ら

れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。
今
後
も
調
査
研

究
や
作
品
整
備
、
人
物
顕
彰
な
ど
継
続
的

に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
展
示

や
顕
彰
活
動
を
積
み
重
ね
て
い
く
課
程

で
、
法
隆
寺
と
の
関
係
を
広
く
周
知
で
き

る
講
演
会
な
ど
も
視
野
に
入
れ
考
え
て
み

た
い
。

　

国
民
文
化
祭
を
振
り
返
っ
て

 

質
問 　

県
か
ら
の
支
援
を
要
望
し
、
継

続
し
て
実
施
す
る
こ
と
を
考
え
て
は
ど
う

か
。

用
し
、
45
名
が
県
・
市
な
ど
の
支
援
を
受

け
、
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
引
き

続
き
支
援
し
て
い
く
。

 

質
問 　

米
偏
重
か
ら
の
転
換
は
待
っ
た

な
し
で
あ
る
。
農
家
は
、
情
報
と
技
術
と

助
言
を
求
め
て
い
る
。
農
業
総
合
指
導
セ

ン
タ
ー
の
組
織
拡
充
と
強
化
を
。

 

市
長 　

農
業
の
現
状
を
考
慮
し
、
大
仙

市
農
業
団
体
連
絡
協
議
会
等
へ
名
称
変
更

し
、
農
業
指
導
推
進
の
強
化
を
図
っ
て
い

く
。
併
せ
て
、
県
・
Ｊ
Ａ
等
の
連
携
、
東

北
農
研
機
構
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
技
術

指
導
の
充
実
に
努
め
た
い
。

 

質
問 　

国
・
県
補
助
金
制
度
は
制
約
が

多
く
、
意
欲
的
生
産
組
織
・
個
人
は
利
用

し
に
く
い
。
市
単
独
補
助
金
制
度
創
設
と

地
域
密
着
型
の
補
助
形
態
を
強
く
望
む
。

 

市
長 　

規
模
拡
大
な
ど
意
欲
的
に
取
り

組
む
経
営
体
を
支
援
す
る
補
助
制
度
を
別

途
創
設
し
支
援
す
る
。
複
合
部
門
に
か
か

る
農
機
や
施
設
等
の
導
入
経
費
軽
減
を
進

め
、市
補
助
金
制
度
の
拡
充
を
推
進
す
る
。

※
本
間
議
員
は
こ
の
他
、
平
成
27
年
度
予

算
編
成
方
針
の
歳
入
見
通
し
及
び
歳
出
削

減
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

 

市
長 　

県
国
民
文
化
祭
事
務
局
よ
り
、

次
年
度
以
降
の
意
向
調
査
が
あ
り
、
大
仙

市
で
は
次
年
度
に
繋
げ
て
い
く
事
業
を
計

画
し
た
い
と
回
答
し
た
。
将
来
に
繋
げ
て

い
く
文
化
事
業
の
開
催
に
よ
り
、
50
年
に

１
回
し
か
巡
っ
て
こ
な
い
国
民
文
化
の
祭

典
を
市
民
の
心
に
長
く
留
め
る
と
と
も

に
、
今
後
の
大
仙
市
の
文
化
の
継
承
発
展

の
原
動
力
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た

い
。

　

座
間
市
と
の
交
流
に
つ
い
て

 

質
問 　

合
併
10
周
年
を
機
に
座
間
市
と

友
好
交
流
都
市
協
定
を
結
ぶ
こ
と
か
ら
、

座
間
市
を
訪
問
し
、
さ
ら
な
る
交
流
を
深

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

 

市
長 　

本
年
10
月
に
は
、
本
市
と
の
友

好
関
係
を
さ
ら
に
築
き
た
い
と
座
間
市
議

会
の
皆
様
が
本
市
を
訪
問
さ
れ
た
。
両
市

の
議
員
交
流
は
お
互
い
の
ま
ち
や
人
を
知

る
こ
と
で
刺
激
し
あ
い
、
双
方
の
市
政
発

展
に
貢
献
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
訪

問
計
画
に
つ
い
て
議
会
と
相
談
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

Ａ　

展
示
や
顕
彰
活
動
の
課
程
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

考
え
て
み
た
い

Ｑ　

法
隆
寺
大
野
管
長
の
講
演
会
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　

企
画
し
て
み
て
は

Ａ　

組
織
化
を
強
め
、
水
田
を
有
効

　
　
　
　

活
用
し
た
環
境
整
備
に
努
め
る

Ｑ　

市
農
業
の
組
織
化
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

育
成
対
応
を
問
う

▲鈴木空如の法隆寺
　金堂壁画模写
（６号大壁 阿弥陀浄土図）
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平成26年第４回定例会　議決結果（本会議第１日） 平成26年第４回定例会　議決結果（本会議第４日）

第４回定例会賛否一覧　　　　　　　　※議案等について、賛成、反対の双方があった場合のみ、表示しています。
会派・議員名

議案等名

議決結果

大地の会 新政会 だいせんの会 市民クラブ 共産党 公明党

千
葉　

健

武
田　

隆

大
山
利
吉

金
谷
道
男

冨
岡
喜
芳

後
藤　

健

佐
藤
育
男

石
塚　

柏

大
野
忠
夫

高
橋
幸
晴

本
間
輝
男

鎌
田　

正

橋
本
五
郎

小
松
栄
治

佐
藤
清
吉

渡
邊
秀
俊

茂
木　

隆

小
山
緑
郎

高
橋
敏
英

佐
藤
芳
雄

古
谷
武
美

児
玉
裕
一

橋
村　

誠

佐
藤
隆
盛

細
谷
洋
造

佐
藤
文
子

藤
田
和
久

秩
父
博
樹

議案第104号
平成25年度大仙市一般会計歳入歳出決算の認定につい
て

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

陳情第23号
集団的自衛権容認の閣議決定を撤回し、閣議決定にも
とづく法整備等を行わないよう関係機関に意見書を提
出することを求める陳情

不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ 欠 ○ ○ ●

議案賛成者は○とし、反対者は●とします。議長は採決に加わらないため、斜線としています。

番　号 件　　　　　　名
議案第104号 平成25年度大仙市一般会計歳入歳出決算の認定について
議案第105号 平成25年度大仙市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第106号 平成25年度大仙市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第107号 平成25年度大仙市土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第108号 平成25年度大仙市学校給食事業特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第109号 平成25年度大仙市奨学資金特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第110号 平成25年度大仙市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第111号 平成25年度大仙市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第112号 平成25年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定
について

議案第113号 平成25年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

議案第114号 平成25年度大仙市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第115号 平成25年度大仙市老人デイサービス事業特別会計歳入歳出決算の認定につい
て

議案第116号 平成25年度大仙市スキー場事業特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第117号 平成25年度大仙市内小友財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第118号 平成25年度大仙市大川西根財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第119号 平成25年度大仙市荒川財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第120号 平成25年度大仙市峰吉川財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第121号 平成25年度大仙市船岡財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第122号 平成25年度大仙市淀川財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

以上　認　　定　19件
議案第128号 内小友財産区管理会財産区管理委員の選任について
議案第129号 内小友財産区管理会財産区管理委員の選任について
議案第130号 内小友財産区管理会財産区管理委員の選任について
議案第131号 内小友財産区管理会財産区管理委員の選任について
議案第132号 内小友財産区管理会財産区管理委員の選任について
議案第133号 内小友財産区管理会財産区管理委員の選任について
議案第134号 内小友財産区管理会財産区管理委員の選任について
議案第135号 大川西根財産区管理会財産区管理委員の選任について
議案第136号 大川西根財産区管理会財産区管理委員の選任について
議案第137号 大川西根財産区管理会財産区管理委員の選任について
議案第138号 大川西根財産区管理会財産区管理委員の選任について
議案第139号 大川西根財産区管理会財産区管理委員の選任について
議案第140号 大川西根財産区管理会財産区管理委員の選任について
議案第141号 大川西根財産区管理会財産区管理委員の選任について
議案第142号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて
議案第143号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて

以上　同　　意　16件
報告第５号 専決処分報告について（平成26年度大仙市一般会計補正予算（第７号））

以上　承　　認　１件
議案第144号 大仙市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第145号 大仙市議会の議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

議案第146号 大仙市長及び副市長の給与及び旅費に関する条例等の一部を改正する条例の制
定について

議案第147号 平成26年度大仙市簡易水道事業特別会計への繰入額の変更について

議案第148号 平成26年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計への繰入額の変更に
ついて

議案第149号 平成26年度大仙市一般会計補正予算（第８号）
議案第150号 平成26年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
議案第151号 平成26年度大仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
議案第152号 平成26年度大仙市土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）
議案第153号 平成26年度大仙市学校給食事業特別会計補正予算（第３号）
議案第154号 平成26年度大仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）
議案第155号 平成26年度大仙市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
議案第156号 平成26年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
議案第157号 平成26年度大仙市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
議案第158号 平成26年度市立大曲病院事業会計補正予算（第１号）
議案第159号 平成26年度大仙市上水道事業会計補正予算（第１号）

以上　原案可決　16件

番　号 件　　　　　　名
議案第160号 大仙市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
議案第161号 大仙市太田高齢者等活動・生活支援促進機械施設条例の制定について
議案第162号 大仙市太田北部地区多目的研修センター条例の制定について
議案第163号 大仙市立太田農村環境改善センター条例の制定について
議案第164号 大仙市多目的運動広場条例の制定について
議案第165号 大仙市健康文化活動拠点センター「ペアーレ大仙」の指定管理者の指定について

議案第166号 大仙市協和内水面漁業近代化施設及び大仙市協和広場等利用施設の指定管理者
の指定について

議案第167号 大仙市太田地域農産物等活用型総合交流促進施設及び太田新興緑地広場の指定
管理者の指定について

議案第168号 大仙市神岡生産物直売・食材供給施設の指定管理者の指定について
議案第169号 大仙市神岡交流促進センターの指定管理者の指定について
議案第170号 西仙北ぬく森温泉ユメリアの指定管理者の指定について
議案第171号 大仙市中仙地域農業総合管理施設の指定管理者の指定について
議案第172号 協和温泉（四季の湯）の指定管理者の指定について
議案第173号 大仙市南外ふるさと館の指定管理者の指定について
議案第174号 史跡の里交流プラザ「柵の湯」等の指定管理者の指定について
議案第175号 大仙市立太田就業改善センター等の指定管理者の指定について
議案第176号 太田交流の森及び太田レクリエーションの森の指定管理者の指定について
議案第177号 大曲地域職業訓練センターの指定管理者の指定について
議案第178号 大仙市民プール等の指定管理者の指定について
議案第179号 大仙市西仙北緑地運動広場野球場等の指定管理者の指定について
議案第180号 大仙市太田トレーニングセンター等の指定管理者の指定について
議案第181号 大台スキー場の指定管理者の指定について
議案第182号 太田南部地区公園及び横沢東農村公園の指定管理者の指定について
議案第183号 平成26年度大仙市一般会計補正予算（第９号）
議案第184号 平成26年度大仙市スキー場事業特別会計補正予算（第３号）

以上　原案可決　25件
陳情第14号 ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に関する陳情
陳情第16号 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤改善・大幅増員を求める陳情書
陳情第17号 介護従事者の処遇改善を求める陳情書
陳情第19号 介護従事者の処遇改善を求める陳情

陳情第20号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書採択に関
する陳情について

陳情第21号 専ら被保険者の利益のための年金積立金の安全かつ確実な運用に関する意見書
の提出について

陳情第22号 年金削減の取りやめと最低保障年金制度の実現を求める陳情
以上　採　　択　７件

陳情第23号 集団的自衛権容認の閣議決定を撤回し、閣議決定にもとづく法整備等を行わな
いよう関係機関に意見書を提出することを求める陳情

以上　不 採 択　１件
意見書案第11号 専ら被保険者の利益のための年金積立金の安全かつ確実な運用に関する意見書
意見書案第12号 年金削減の取りやめと最低保障年金制度の実現を求める意見書
意見書案第13号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書
意見書案第14号 ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書
意見書案第15号 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤改善・大幅増員を求める意見書
意見書案第16号 介護従事者の処遇改善を求める意見書

以上　原案可決　６件

平成26年第５回臨時会　議決結果
番　号 件　　　　　　名

議案第125号 財産の取得について
議案第126号 西部学校給食センター建設（建築）工事請負契約の変更について
議案第127号 平成26年度大仙市一般会計補正予算（第６号）
意見書案第10号 米価下落に伴う緊急の対応策を求める意見書

以上　原案可決　４件
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総
務
民
生
常
任
委
員
会

企
画
産
業
常
任
委
員
会

◆
委
員
会
審
査
の
あ
ら
ま
し
◆

　

上
程
さ
れ
た
議
案
は
関
係
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
各
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

専
決
処
分
報
告
１
件
、
条
例
案
４

件
、
補
正
予
算
案
４
件
、
陳
情
３

件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

一
般
職
の
給
与
改
正
の
実
質
は

【
問
】
一
般
職
の
給
与
改
正
は
附

則
の
規
定
に
よ
り
、
平
均
２
％
の

引
き
下
げ
は
事
実
上
５
年
間
行
わ

な
い
と
捉
え
て
よ
い
の
か
。

【
答
】
条
例
の
施
行
日
が
平
成
27

年
４
月
１
日
な
の
で
、
施
行
日
前

日
に
在
職
し
て
い
る
職
員
は
現
給

を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
。
４
月

１
日
以
降
採
用
さ
れ
る
職
員
は
新

し
い
給
与
表
が
適
用
さ
れ
る
。

　

出
産
費
用
の
実
額
は
ど
の
く
ら

い
か

【
問
】
出
産
育
児
一
時
金
の
見
直

し
で
39
万
円
が
40
万
４
千
円
に
引

き
上
げ
に
な
る
が
、
実
際
の
出
産

費
用
・
分
娩
経
費
は
ど
の
く
ら
い

か
か
る
の
か
。

【
答
】
医
療
機
関
に
よ
り
バ
ラ
ツ

キ
が
あ
る
が
、
通
常
の
出
産
費
用

で
40
万
円
前
後
で
あ
る
。

　

源
泉
所
得
税
追
納
事
例
の
今
後

の
影
響
は

【
問
】
源
泉
所
得
税
は
、
今
後
事

務
手
続
が
膨
大
で
複
雑
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

【
答
】
今
後
は
地
域
協
議
会
等
の

講
師
謝
礼
も
含
め
、
事
務
負
担
が

多
く
な
る
。

【
問
】
今
回
の
事
例
対
象
者
が
、

未
納
者
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
市
民
に
説
明
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

【
答
】
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

お
詫
び
を
兼
ね
て
掲
載
す
る
。

　

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
耐
用
年
数

は【
問
】
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
耐
用

年
数
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
も
の

か
。

【
答
】
除
雪
の
方
法
等
に
よ
り
異

な
る
が
、
２
〜
３
年
が
目
安
と
な

る
。

【
要
望
・
意
見
】
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

は
通
学
路
で
あ
る
こ
と
を
示
す
方

法
と
し
て
有
効
で
あ
る
。
学
校
に

近
い
道
路
だ
け
で
な
く
拡
大
し
て

ほ
し
い
。

条
例
案
１
件
、
単
行
案
13
件
、
補

正
予
算
案
１
件
、
陳
情
２
件
を
審

査
し
ま
し
た
。

　　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

【
問
】
太
田
地
域
の
通
称
「
敬
愛

館
」
の
施
設
を
、
27
年
度
か
ら
集

落
等
に
無
償
譲
渡
す
る
考
え
は
な

か
っ
た
か
。

【
答
】
敬
愛
館
は
太
田
東
部
の
基

幹
的
な
集
会
施
設
で
、
広
域
的
に

利
用
さ
れ
て
お
り
、
27
年
度
か
ら

は
市
が
直
営
で
管
理
す
る
方
向

で
、譲
渡
の
検
討
は
し
て
い
な
い
。

【
問
】
ペ
ア
ー
レ
大
仙
の
利
用
向

上
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を

行
っ
て
い
る
か
。

【
答
】
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、
講
座
の

統
廃
合
や
人
気
の
高
い
講
座
な
ど

に
随
時
入
れ
替
え
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
四
半
期
ご
と
に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
講
座
内
容

の
紹
介
に
努
め
て
い
る
。

　

大
仙
市
誕
生
10
周
年
記
念
式
典

及
び
座
間
市
と
の
友
好
交
流
都
市

協
定
締
結
式
経
費
に
つ
い
て

【
問
】
大
仙
市
誕
生
10
周
年
記
念

式
典
の
参
加
者
は
、
ど
れ
く
ら
い

を
予
定
し
て
い
る
か
。

【
答
】
５
周
年
記
念
式
典
時
は

７
９
１
人
で
、
10
周
年
記
念
式
典

で
は
１
０
０
０
人
を
目
標
と
し
て

い
る
。

【
問
】
座
間
市
と
の
友
好
交
流
都

市
締
結
式
に
座
間
市
よ
り
来
る
人

数
と
、
そ
の
費
用
は
ど
こ
が
支
払

う
の
か
。

【
答
】
市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
・
議

長
ほ
か
15
名
程
度
で
、
旅
費
は
座

間
市
の
負
担
と
な
る
。

　

元
気
な
中
山
間
地
域
農
業
応
援

事
業
に
つ
い
て

【
問
】
選
定
方
法
は
、
ど
の
よ
う

に
し
て
行
わ
れ
た
の
か
。

【
答
】
農
林
統
計
上
の
山
間
地
域

で
あ
る
協
和
船
岡
、
南
外
外
小
友

の
２
地
区
と
、
振
興
山
村
と
特
定

農
山
村
の
２
つ
の
条
件
を
満
た
す

西
仙
北
土
川
、
協
和
荒
川
・
峰
吉

川
の
３
つ
の
地
区
が
県
か
ら
指
定

さ
れ
て
い
る
。

▲通学の安全を守るグリーンベルト

▲熱心に受講する受講生の皆さん

▲昨年10月、座間市議会議員の皆様が、
　本市を訪問されました。
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条
例
案
３
件
、
単
行
案
４
件
、
補

正
予
算
案
６
件
、
陳
情
４
件
を
審

査
し
ま
し
た
。

　

市
民
プ
ー
ル
等
の
指
定
管
理
に

つ
い
て

【
問
】
経
費
的
に
、
大
曲
体
育
館
・

武
道
館
の
清
掃
業
務
は
指
定
管
理

に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
今

回
新
た
に
含
む
こ
と
に
よ
っ
て
の

増
額
か
。

【
答
】
市
が
本
庁
舎
と
一
括
で
清

掃
業
務
委
託
契
約
を
結
び
、
行
っ

て
い
た
。
平
成
27
年
度
か
ら
責
任

の
所
在
を
明
確
に
す
る
た
め
、
管

理
料
に
含
み
指
定
管
理
者
が
行
う

こ
と
と
し
、
そ
の
分
増
額
と
な
っ

て
い
る
。

　

西
仙
北
緑
地
広
場
野
球
場
の
指

定
管
理
に
つ
い
て

【
問
】
営
業
努
力
で
利
用
料
収
入

を
増
額
さ
せ
、
指
定
管
理
料
を
減

額
申
請
さ
せ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

計
画
ど
お
り
伸
び
な
か
っ
た
場
合

は
ど
う
な
る
か
。

【
答
】
営
業
努
力
に
よ
り
実
績
を

伸
ば
す
こ
と
で
、
指
定
管
理
料
を

減
額
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

仮
に
実
績
が
伸
び
な
く
て
も
、
指

定
管
理
料
に
変
更
は
な
い
。

　

単
行
案
３
件
、
補
正
予
算
案
８

件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

太
田
南
部
地
区
公
園
・
横
沢
東

農
村
公
園
の
利
用
に
つ
い
て

【
問
】
こ
の
２
つ
の
公
園
は
、
主

に
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る

か
。

【
答
】
こ
れ
ら
の
公
園
は
一
体
で

「
横
沢
公
園
」
と
し
て
親
し
ま
れ
、

地
域
の
花
の
拠
点
で
、
ス
イ
セ

ン
・
桜
・
菖
蒲
な
ど
の
花
々
が
四

季
折
々
に
見
ら
れ
、
訪
れ
た
方
々

の
癒
し
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
公
園
内
の
池
に
は
、

ス
ギ
ナ
モ
・
ミ
ク
リ
と
い
っ
た
希

少
な
水
生
植
物
、
イ
バ
ラ
ト
ミ
ヨ

な
ど
貴
重
な
淡
水
魚
が
生
息
し
て

お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
自
然
観
察

の
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

﹇
10
月
﹈

１
日 

愛
知
県
犬
山
市
議
会
行
政
視
察
来
庁

２
日 

熊
本
県
山
鹿
市
議
会
行
政
視
察
来
庁

６
日 

北
海
道
江
別
市
議
会
行
政
視
察
来
庁

７
日 

議
会
報
編
集
委
員
会

８
日 

議
会
運
営
委
員
会
・
議
会
改
革
推
進
会
議

 

長
崎
県
島
原
市
議
会
、
山
形
県
庄
内
町
議
会
行
政
視
察
来
庁

11
日 

神
奈
川
県
座
間
市
と
の
友
好
交
流
事
業
（
〜
12
日
）

15
日 

第
５
回
臨
時
会
・
議
員
全
員
協
議
会
・
議
員
説
明
会

 

議
会
報
編
集
委
員
会

16
日 

だ
い
せ
ん
の
会
「
行
政
視
察
」（
〜
18
日
）、

 

千
葉
県
野
田
市
議
会
行
政
視
察
来
庁

20
日 

企
画
産
業
常
任
委
員
会
「
行
政
視
察
」（
〜
22
日
）

 

総
務
民
生
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

 

島
根
県
江
津
市
議
会
行
政
視
察
来
庁

21
日 

愛
媛
県
議
会
、
愛
知
県
江
南
市
議
会
行
政
視
察
来
庁

23
日 

静
岡
県
沼
津
市
議
会
行
政
視
察
来
庁

24
日 

決
算
特
別
委
員
会
正
副
分
科
会
長
会
議
・
議
会
報
編
集
委
員
会

25
日 

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

27
日 

議
会
運
営
委
員
会
「
行
政
視
察
」（
〜
29
日
）

29
日 

佐
賀
県
唐
津
市
議
会
行
政
視
察
来
庁

30
日 

企
画
産
業
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

 

奈
良
県
生
駒
市
議
会
行
政
視
察
来
庁

﹇
11
月
﹈

４
日 

新
政
会
・
市
民
ク
ラ
ブ
「
会
派
合
同
行
政
視
察
」（
〜
６
日
）

５
日 

北
海
道
北
見
市
議
会
行
政
視
察
来
庁

６
日 

千
葉
県
船
橋
市
議
会
行
政
視
察
来
庁

７
日 

愛
知
県
一
宮
市
議
会
行
政
視
察
来
庁

10
日 

決
算
特
別
委
員
会
全
体
会
・
分
科
会
・
会
派
代
表
者
会
議

11
日 

決
算
特
別
委
員
会
分
科
会

14
日 

決
算
特
別
委
員
会
全
体
会
、秋
田
県
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

17
日 

教
育
福
祉
常
任
委
員
会「
所
管
事
務
調
査
」・
議
会
改
革
推
進
会
議

19
日 

建
設
水
道
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

21
日 

議
会
運
営
委
員
会

24
日 

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
「
行
政
視
察
」（
〜
26
日
）

 

日
本
共
産
党
「
行
政
視
察
」（
〜
26
日
）

28
日 

第
４
回
定
例
会
（
第
１
日
）・
議
員
全
員
協
議
会

﹇
12
月
﹈

８
日 

第
４
回
定
例
会
（
第
２
日
）・
議
会
改
革
推
進
会
議

９
日 

第
４
回
定
例
会
（
第
３
日
）・
議
員
全
員
協
議
会

10
日 

各
常
任
委
員
会
審
査

15
日 

議
会
運
営
委
員
会

17
日 

第
４
回
定
例
会
（
第
４
日
）・
会
派
代
表
者
会
議
・
議
員
説
明
会
・

 

議
員
全
員
協
議
会
・
議
会
報
編
集
委
員
会

25
日 

企
画
産
業
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

議会のうごき

　

法
人
立
保
育
所
補
助
金
・
法
人

立
幼
稚
園
補
助
金
に
つ
い
て

【
問
】
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
を

行
う
た
め
の
経
費
で
あ
る
が
、
若

い
保
育
士
が
職
場
を
離
れ
る
の
は

賃
金
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
。
も

う
少
し
現
場
を
見
て
い
た
だ
き
、

人
的
配
置
も
含
め
、
改
善
が
必
要

と
思
う
が
。

【
答
】
処
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
」
に
お
い
て
、

国
等
か
ら
の
運
営
費
に
含
ま
れ
、

改
善
さ
れ
る
と
期
待
し
て
い
る
。

市
の
指
導
監
査
に
お
い
て
、
書
類

整
備
の
時
間
が
非
常
に
多
い
実
態

が
認
め
ら
れ
た
。
引
き
続
き
業
務

改
善
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
く
。

　

学
校
施
設
天
井
等
落
下
防
止
対

策
事
業
費
に
つ
い
て

【
問
】
体
育
館
の
照
明
で
暗
い
所

が
あ
る
。
こ
れ
を
機
会
に
照
明
器

具
の
清
掃
等
を
し
て
い
た
だ
け
な

い
か
。

【
答
】
こ
の
事
業
は
照
明
器
具
も

該
当
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
に
取
り
替
え
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

建
設
水
道
常
任
委
員
会太田南部地区公園・横沢東農村公園

（横沢公園）のスイセン
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決
算
審
査
を
終
え
て

　

監
視
と
評
価
の
権
能
を
有
す
る
議
会
の

使
命
を
果
た
す
べ
く
、「
計
画
・
実
行
・

評
価
・
改
善
」
に
つ
い
て
資
料
に
よ
り
審

査
い
た
し
ま
し
た
。

　

総
括
と
し
て
、
財
政
は
実
質
公
債
費
比

率
及
び
将
来
負
担
比
率
が
予
定
よ
り
早
く

改
善
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
評
価
で
き
る

が
、
今
後
合
併
特
例
期
間
の
終
了
に
よ
る

地
方
交
付
税
の
減
、
人
口
減
少
に
よ
る
地

方
税
の
減
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
な
お
一
層
、
財
政
の
健
全
化
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
予

算
執
行
状
況
を
常
に
確
認
し
、
適
切
な
事

業
遂
行
に
努
め
、
計
画
し
た
実
績
に
満
た

な
い
事
業
に
つ
い
て
は
検
証
を
行
い
、
市

民
に
と
っ
て
効
果
的
な
事
業
と
な
る
よ
う

不
断
の
見
直
し
を
図
ら
れ
た
い
。
ま
た
、

市
単
独
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
計
画

と
実
績
の
審
査
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る

か
内
容
を
確
認
・
検
証
さ
れ
た
い
。
さ
ら

に
、
収
入
未
済
額
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

公
平
性
が
保
た
れ
る
よ
う
配
慮
し
、
自
主

財
源
の
確
保
の
た
め
に
も
滞
納
整
理
を
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

平
成
27
年
度
予
算
へ
の
反
映
は
も
と
よ

り
、
指
摘
さ
れ
た
施
策
の
改
善
、
評
価
の

高
い
施
策
の
推
進
拡
大
に
一
層
努
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
当
局
と
議
会
が
お
互
い

に
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
市
民
か
ら
の
負
託

に
応
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
決
算
審
査
結
果
（
経
緯
）

　

平
成
26
年
第
３
回
定
例
会
第
３
日
目
に

平
成
25
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
、
平
成
25
年
度
各
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
19
件
が
上
程
さ
れ
、議
長
、

議
会
選
出
前
、
現
監
査
委
員
３
名
を
除
く

25
名
か
ら
な
る
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
各
常
任
委
員
会
委
員
を
持
っ
て
構
成

す
る
、
総
務
民
生
、
企
画
産
業
、
教
育
福

祉
、
建
設
水
道
の
４
つ
の
分
科
会
を
設
置

し
、
各
所
管
に
準
じ
た
審
査
項
目
を
担
当

し
、
専
門
的
な
審
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

審
査
は
11
月
10
日
か
ら
14
日
の
５
日
間

委
員
会
及
び
分
科
会
を
開
催
し
、
最
終
日

の
14
日
に
は
各
分
科
会
会
長
報
告
、質
疑
、

討
論
、
表
決
を
行
な
い
ま
し
た
。
一
般
会

計
で
は
反
対
討
論
が
あ
り
、表
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。
各
特
別
会
計
で
は
、
討
論
は
な
く

全
会
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

　

◆
各
分
科
会
の
主
な
決
算
審
査
意
見
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

①
単
独
補
助
金
や
負
担
金
、
公
共
施
設

の
見
直
し
な
ど
に
着
手
し
て
い
る
が
、
市

民
目
線
で
の
評
価
に
よ
る
こ
と
と
し
、
引

き
続
き
厳
し
い
財
政
状
況
を
全
庁
で
共
有

し
、
財
政
運
営
の
健
全
化
に
努
め
ら
れ
た

い
。

　

②
定
員
適
正
化
計
画
に
よ
り
平
成
30
年

ま
で
に
職
員
の
削
減
を
図
っ
て
い
る
が
、

最
小
の
コ
ス
ト
で
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
を
目

指
す
こ
と
は
も
と
よ
り
、
市
民
の
身
近
に

あ
る
支
所
の
業
務
能
力
が
よ
り
充
実
す
る

よ
う
な
行
政
改
革
、
人
員
配
置
に
努
め
ら

れ
た
い
。

　

①
む
す
び
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て

は
、
若
者
の
い
る
事
業
所
で
の
イ
ベ
ン
ト

や
脱
少
子
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
周
知

に
よ
り
、
若
者
の
意
識
改
革
を
図
り
、
市

全
体
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
結
婚
相
談
員
の
精
神
的
・
経
済
的
負

担
の
軽
減
の
た
め
、
よ
り
一
層
の
支
援
に

努
め
ら
れ
た
い
。

　

②
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
育
成
の
た

め
、
意
欲
あ
る
農
業
者
へ
の
稲
作
用
機
械

へ
の
補
助
制
度
の
創
設
を
検
討
さ
れ
た

い
。
ま
た
、
大
豆
・
野
菜
・
果
樹
の
普
及
、

加
工
部
門
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
に
努
め
ら

れ
た
い
。

　

①
ガ
ン
の
検
診
率
が
20
％
台
に
低
迷
し

て
い
る
。
ガ
ン
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
結
び
つ
く
啓
発
活
動
と
と
も
に
受
診
率

向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

②
奨
学
資
金
貸
付
金
に
つ
い
て
、
就
職

難
な
ど
の
た
め
予
定
ど
お
り
の
償
還
が
で

き
ず
に
、
基
金
残
高
が
減
少
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
目
的
を
尊
重
し
、
若
者
の

将
来
の
夢
を
叶
え
る
一
助
と
し
て
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
基
金
の
体
制
固
め
に
努

め
ら
れ
た
い
。

　

①
年
度
中
盤
の
９
月
に
お
い
て
も
50
％

の
執
行
率
と
な
っ
て
い
る
交
通
安
全
施
設

整
備
費
は
、
春
先
の
早
い
段
階
で
施
設
の

設
置
・
修
繕
・
整
備
に
取
り
か
か
る
よ
う

に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

②
水
道
使
用
料
の
徴
収
に
つ
い
て
、
本

庁
と
支
所
の
連
携
を
密
に
し
、
給
水
停
止

制
度
の
活
用
等
に
よ
り
、
収
納
率
の
向
上

に
努
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
下
水
道
事
業

の
運
営
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
加
入
率

の
向
上
、
使
用
料
の
収
納
に
な
お
一
層
励

む
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

第４回定例会で審査内容を述
べる渡邊秀俊決算特別委員長

◆
総
務
民
生
分
科
会

◆
教
育
福
祉
分
科
会

◆
建
設
水
道
分
科
会

◆
企
画
産
業
分
科
会
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◆
農
業
の
見
直
し
、
活
性
化
に
つ

い
て
学
ぶ

　

10
月
20
日
か
ら
22
日
の
３
日

間
、
兵
庫
県
西
脇
市
、
加
古
川
市

を
訪
れ
、
行
政
視
察
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

西
脇
市
は
、
農
業
と
し
て
は
小

規
模
で
、
主
に
酒
米
や
黒
豆
を
中

心
に
作
付
さ
れ
て
い
る
状
況
で
、

新
た
な
産
業
と
し
て
農
業
の
見
直

し
を
す
る
必
要
が
で
て
き
た
こ
と

か
ら
、
新
た
な
農
業
振
興
計
画
の

策
定
を
市
民
の
目
線
に
添
っ
て
計

画
さ
れ
て
お
り
、
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

　

次
に
加
古
川
市
の
志
方
東
営
農

組
合
は
、
昭
和
56
年
か
ら
活
動
し

て
き
た
14
地
域
の
集
落
営
農
が
集

結
し
、
平
成
20
年
か
ら
農
事
組
合

法
人
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
こ
こ
で
は
農
地
が
ほ
と
ん
ど

無
償
で
提
供
さ
れ
る
利
用
権
設
定

に
な
っ
て
お
り
、
地
域
を
巻
き
込

ん
で
景
観
作
物
を
20
ヘ
ク
タ
ー
ル

作
付
し
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献

す
る
な
ど
、
農
業
を
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
一
環
と
し
て
捉
え
て
い

る
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。

▲志方東営農組合　黒田代表理事より
　説明を受ける

　

農
業
の
大
切
さ
や
、
農
業
が
見

直
し
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
に

改
め
て
実
感
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。（

委
員
長　

高
橋
幸
晴　

記
）

◆
鈴
木
空
如
の
画
業
を
辿
っ
て

　

11
月
24
日
に
奈
良
県
の
法
隆
寺

を
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。
鈴
木
空

如
は
生
涯
３
回
に
わ
た
り
壁
画
を

模
写
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
法
隆

寺
展
に
て
作
品
が
展
示
さ
れ
、
そ

の
ご
縁
で
今
回
の
訪
問
と
な
り
ま

し
た
。
世
界
文
化
遺
産
で
あ
る
法

隆
寺
に
は
国
内
外
か
ら
年
間
約

90
万
人
が
訪
れ
て
お
り
、
仏
画
・

歴
史
・
文
化
に
興
味
あ
る
多
く
の

人
に
、
当
市
に
も
足
を
運
ん
で
い

た
だ
く
た
め
の
周
知
努
力
の
必
要

性
を
感
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

◆
国
民
文
化
祭
の
成
果
と
そ
の
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
研
修

　

11
月
25
日
に
京
都
府
長
岡
京
市

を
訪
問
し
ま
し
た
。
長
岡
京
市
で

は
平
成
23
年
度
に
国
民
文
化
祭
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
一
過
性

の
祭
り
で
終
わ
ら
ず
、
引
き
続
き

音
楽
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て

継
続
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
特
徴

と
し
て
京
都
府
か
ら
補
助
金
が
あ

り
、事
業
も
充
実
し
て
継
続
で
き
、

市
民
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
近
隣
市

町
村
と
と
も
に
、
文
化
の
祭
典
を

継
続
し
て
い
く
よ
う
議
会
で
も
活

動
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

（
委
員
長　

小
山
緑
郎　

記
）

▼
企
画
産
業
常
任
委
員
会

▼
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

▲長岡京市で研修を行う教育福祉常任委員

◆
議
会
の
ネ
ッ
ト
配
信
に
つ
い
て

学
ぶ

　

当
委
員
会
で
は
、
大
仙
市
議
会

と
し
て
市
民
の
方
々
に
対
す
る
情

報
提
供
を
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

議
会
報
・
市
政
懇
談
会
等
で
行
っ

て
は
い
る
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
不

足
で
あ
り
市
民
に
開
か
れ
た
議
会

に
は
程
遠
い
現
状
で
あ
る
と
の
認

識
か
ら
、
本
会
議
の
模
様
を
ネ
ッ

ト
配
信
し
動
画
に
よ
る
中
継
を
す

る
事
に
よ
り
、
市
民
の
方
々
か
ら

議
会
に
対
す
る
関
心
を
よ
り
多
く

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い

を
実
現
さ
せ
る
べ
く
、
ネ
ッ
ト
中

継
の
先
進
地
で
あ
る
鹿
児
島
県
霧

島
市
議
会
と
長
崎
県
諫
早
市
議
会

を
視
察
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

霧
島
市
で
は
、
議
会
の
模
様
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
（
ラ
イ
ブ

配
信
・
録
画
配
信
）
に
よ
り
数
年

前
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
現
在
は

会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や

議
会
の
録
画
中
継
を
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
公
開
し
、
議
会
だ
よ
り
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
閲
覧
可
能
と

す
る
た
め
電
子
ブ
ッ
ク
化
し
て
お

り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
等
の
急
速
な
普
及
に

よ
り
今
後
こ
れ
ら
端
末
か
ら
の

▼
議
会
運
営
委
員
会

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
が
予
想
さ
れ
、

こ
れ
ら
を
使
い
こ
な
せ
る
若
い
世

代
が
市
議
会
に
興
味
を
持
っ
て
く

れ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
て
い

き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
。

　

諫
早
市
で
は
、
当
初
本
会
議
及

び
予
算
決
算
委
員
会
を
十
数
年
前

か
ら
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
生
放
送

し
て
い
た
が
、
現
在
は
本
会
議
・

予
算
決
算
委
員
会
と
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
生
放
送
・
録
画
放

送
で
配
信
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。

　

両
議
会
を
視
察
研
修
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
大
仙
市
議
会
と
し
て
も

ネ
ッ
ト
中
継
が
必
要
で
あ
る
と
強

く
感
じ
た
次
第
で
あ
り
、
平
成
27

年
度
中
に
は
実
施
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
委
員
長　

武
田　

隆　

記
）▲霧島市での研修の様子
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◆
新
政
会
・
市
民
ク
ラ
ブ
会
派
合

同
行
政
視
察

　

製
材
所
か
ら
の
廃
棄
物
や
、
今

ま
で
捨
て
ら
れ
て
い
た
山
林
の
木

材
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
雇
用
の

場
を
確
保
し
て
い
る
岡
山
県
真
庭

市
の
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

木
材
の
燃
焼
に
よ
る
工
場
で
使

用
す
る
電
力
の
自
家
発
電
、
公
共

施
設
へ
の
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
利

用
、集
積
材
の
製
造
で
建
築
推
進
、

民
間
・
金
融
機
関
・
行
政
の
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
に
よ
る
21
億
円
の
売

電
計
画
等
々
徹
底
し
た
森
林
の
活

用
で
、
視
察
が
絶
え
な
い
「
ま

ち
」
に
活
力
を
見
い
だ
し
て
き
ま

し
た
。

　

空
き
家
を
利
用
し
た
福
祉
施
設

を
運
営
し
て
い
る
、
広
島
県
三
次

市
・
庄
原
市
に
ま
た
が
る
社
会
福

祉
法
人
「
優
輝
福
祉
会
」。
笑
顔

と
感
謝
の
心
で
、
若
者
や
障
害
者

を
積
極
的
に
雇
用
し
て
い
る
経
営

姿
勢
に
感
心
。
た
だ
、
空
き
家
利

用
に
は
改
装
に
多
大
な
費
用
が
か

か
る
こ
と
か
ら
、
物
件
を
よ
く
吟

味
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
。

農
家
で
余
っ
て
い
る
野
菜
を
買
い

取
っ
て
施
設
の
食
材
に
充
て
て
い

る
の
は
、
当
地
で
も
す
ぐ
で
き
そ

◆
日
本
共
産
党
市
議
団
行
政
視
察

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
11
月
25

日
、鹿
児
島
県
志
布
志
市
を
訪
ね
、

ご
み
の
分
別
と
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

に
つ
い
て
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

　

志
布
志
市
は
焼
却
場
を
持
た

ず
、
全
て
の
ご
み
を
埋
め
立
て
処

分
し
て
い
ま
し
た
が
、
埋
め
立
て

処
分
場
は
平
成
16
年
度
で
満
杯
に

な
る
計
画
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
議

論
を
重
ね
、「
分
別
に
よ
る
リ
ユ
ー

ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
」
の
道
を
選
択

し
ま
し
た
。

　

平
成
12
年
度
か
ら
、
19
品
目
の

分
別
収
集
と
民
間
会
社
で
あ
る

「
そ
お
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」

で
の
資
源
化
を
開
始
し
、
４
年
で

埋
め
立
て
ご
み
は
半
減
し
ま
し

た
。
平
成
16
年
度
か
ら
は
、
生
ご

み
の
分
別
収
集
を
週
３
回
行
う
こ

と
で
埋
立
量
は
激
減
し
、
以
来

75
％
前
後
の
高
い
リ
サ
イ
ク
ル
率

を
保
ち
、
８
年
連
続
で
市
レ
ベ
ル

で
日
本
一
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
ご
み
は
１
日
あ
た
り
５
ｔ
〜

８
ｔ
回
収
さ
れ
、
そ
お
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す
る
堆
肥
化

セ
ン
タ
ー
で
、
剪
定
さ
れ
た
木
な

ど
と
１
対
１
の
割
合
で
混
合
し
、

ヨ
モ
ギ
か
ら
作
っ
た
発
酵
剤
に
よ

り
、４
ヶ
月
か
け
て
熟
成
し
た「
お

か
え
り
循
ち
ゃ
ん
」
と
い
う
堆
肥

会
派
行
政
視
察
報
告

う
。

　

１
４
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地

で
稼
働
す
る
福
山
市
の
西
日
本
製

鉄
所
で
は
工
場
を
案
内
さ
れ
、「
鉄

は
国
家
な
り
」を
思
う
と
と
も
に
、

日
本
の
底
力
を
実
感
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

◆
だ
い
せ
ん
の
会
行
政
視
察

　

平
成
26
年
10
月
16
日
〜
18
日
、

財
務
省
へ
の
陳
情
と
「
大
仙
市
ふ

る
さ
と
フ
ェ
ア
」
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

地
元
出
身
の
御
法
川
財
務
副
大

臣
（
当
時
）
へ
の
陳
情
で
し
た
が

要
望
書
を
直
接
副
大
臣
に
渡
し
内

容
を
詳
し
く
伝
え
ら
れ
た
こ
と
は

大
変
意
義
が
あ
っ
た
こ
と
だ
と
思

い
、
ま
た
、
大
仙
市
民
の
願
い
が

伝
わ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
陳
情
は
「
国
道
13
号
線

協
和
地
区
の
早
期
４
車
線
化
の
実

現
」「
南
外
バ
イ
パ
ス
早
期
完
成
」

「
角
間
川
親
水
公
園
（
旧
横
手
川
）

に
排
水
ポ
ン
プ
の
常
設
」で
し
た
。

　
「
大
仙
市
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
」

で
は
、有
楽
町
駅
前
が
一
日
中「
大

曲
の
花
火
」
の
よ
う
な
人
混
み
の

中
で
、
大
き
な
声
で
「
秋
田
県
大

仙
市
で
す
」「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
」
と
呼
び
か
け
る
と
、
多
く
の

人
達
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
け
ま

し
た
。
ま
た
、
声
を
掛
け
て
く
る

お
客
様
も
多
く
、
大
仙
市
の
Ｐ
Ｒ

が
で
き
た
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

特
に「
ふ
る
さ
と
」の
文
字
と「
秋

田
な
ま
り
」
で
の
呼
び
か
け
が
、

都
会
の
皆
様
の
心
に
伝
わ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

に
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
堆
肥
が
大

変
好
評
で
生
産
が
間
に
合
わ
な
い

状
況
と
の
こ
と
で
し
た
。
徹
底
し

た
分
別
収
集
に
よ
り
、
埋
め
立
て

ら
れ
る
ご
み
は
減
少
し
、
処
分
場

は
今
後
40
年
〜
50
年
は
大
丈
夫
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

大
仙
市
は
、
ご
み
排
出
量
と
最

終
処
分
場
へ
の
埋
立
量
は
増
加
傾

向
に
あ
り
、
ご
み
処
理
施
設
の
延

命
化
、
ご
み
の
減
量
化
、
循
環
型

社
会
形
成
に
と
っ
て
、
志
布
志
市

の
取
り
組
み
は
学
ぶ
点
が
大
き

く
、
充
実
し
た
研
修
と
な
り
ま
し

た
。

▲真庭市役所前にて

▲御法川財務副大臣（当時）に要望書を手渡す

◀
４
ヶ
月
か
け
て
熟
成
生
産
さ
れ
た

　

堆
肥
「
お
か
え
り
循
ち
ゃ
ん
」
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　６月23日～27日まで開催した「市政懇談会」において、市民の皆様からいただいたご意見・ご要望のうち、以下
の要望等について、10月15日、市長へ要望書を提出し、11月28日付けで回答を得ましたので、ご報告いたします。
　また、市民の皆様から開催のご要望があれば、いつでも皆様のところへ出向きますので、お知らせください。

No. 開催場所 いただいたご意見 市長からの回答

1

南
外
地
域

大潟村だけが人口増加していくのは、所得水準が高いことだけが理
由でないような気がする。大潟村が人口増加する理由をしっかり調
査することが今後の施策に役立つと思われるので調査すべきと思
う。

市では現在、定住移住の促進に関する庁内検討会議を立ち上げ、
人口減少に関する検討を行っています。大仙市の状況に加えて、
大潟村の状況についても調査・分析を行い、今後の施策の参考に
したいと思います。

2
人口減少が進むと国保の負担が大きくなり大変であるが、その対応
を考えているのか。また、医療費の削減には予防が大切と思う。予
防医療に力を入れていくべきと思う。

市では、「国民健康保険事業運営安定化計画」を策定し、医療費
の適正化と健康づくりの推進に努めており、今後も各種がん検診
や特定健康診査を受けやすい体制を整え、予防医療の取り組みを
強化してまいります。また、市町村国保の運営が厳しい状況にあ
る中、本市等の提案により県内全市町村で組織する「秋田県国民
健康保険事業広域化研究会」が設立され、県単位での広域化の早
期実現に向けて検討が始まっております。

3
収入と人口増は大いに関係があると思う。南外は高齢者が多く年金
収入が頼りである。自立することは大切であるが、起業するための
補助金があるにしても自己資金が問題でなかなかできない。何か高
齢者向けの収入源のアイデアはないか。

長年培ってこられた知識や技術を行かして働く手段としては、シ
ルバー人材センターへの登録があります。また、起業については、
新製品の開発等を支援する各種制度を活用しながら、地域の方々
などと一緒になって起業することで、負担を分け合うという方法
もあります。

4 市の各種審議会等の委員を見ると高齢者が多い様な気がする。若い
人をもっと入れるべきと思う。

市の審議会等の委員には、それぞれの設置目的に応じた年齢層の
方を委嘱していますが、若い方からも様々な形で広くご意見等を
いただき、市の施策に反映させていきたいと思います。

5

サ
ン
ク
エ
ス
ト
大
曲

JAのあり方について
この地域には米の研究会がいくつかあり、それぞれ活動をしている
が、JAとしては米の研究や販売戦略が遅れているのではないか。
秋田は生産そのものよりも販売に対する政策、統一されたものがな
いように感じる。行政として指導や助言、県への働きかけなどの計
画は考えているか。

全国的に米の需要が低迷し、低価格競争が激化する状況下では、
米の販売戦略をより強化するとともに、米に依存した農業構造か
ら脱却する必要があると考えていますが、その取り組みにあたっ
ては、県やJAを始め、関係団体と協議の場を設けて、十分連携
を図っていきたいと思います。

6 『大曲の花火』の火薬が屋根に落ちてトタンがサビやすくなってい
る。

先般、損害保険鑑定士等が行った鑑定により、花火の燃えかすに
よる周辺への影響はないとの結果を得ていますが、大曲の花火の
開催にあたっては、近隣住民の皆様のご理解・ご協力が不可欠で
すので、今後もご要望等があればできる限り対応したいと思いま
す。

7 誘致企業対策について、自分はいい話をしているつもりであるが、
大仙市からは全く返事がない。大仙市は本気で取り組んでいるのか。

市では、地域の雇用を担う地元企業に対する支援を行うととも
に、新たな雇用の創出のための新規企業誘致に向けて、あらゆる
きっかけや情報を基に対策に取り組んでおります。今後とも市民
並びに企業関係者とのネットワークを大切にしながら活動を進め
て参ります。

8
県内の平均寿命が他県に比
べ短い。また、健康診断の
受診率も低いが対策はどの
ようになっているか。

市では、がん検診の申込者のうち未受診の方へ電話での受診を勧
奨する「コール・リコール推進事業」を実施しているほか、子宮
頸がん検診等を市内の医療機関で受診できるようにし、また日曜
検診や追加検診を実施するなど、受診率の向上に努めています。
また、平成23年度からは市独自の新たな検診方法として大腸が
ん検診研究事業に取り組んでおり、県内でも上位の受診率になる
など、がん死亡率の減少に努めております。

9
園芸メガ団地のような取り
組みを各地域でできないも
のか。

園芸メガ団地整備事業は、その規模の大きさから短期間で整備を
完了させることができず、現在も県内７ヵ所で整備を終えていな
い段階です。このため、現時点では他の地域での新たな採択は難
しいですが、この事業以外にも、国や県・市で生産施設の整備や
農業機械の購入を支援する制度がありますので、そちらもぜひご
検討ください。

10
１）男性の寿命が短い。何か対策が必要ではないか。

２）認知症の対応について、現在の予算で間に合うか。また、床数
が足りないのではないか。

市では、死亡原因のうち大きな割合を占める生活習慣病の早期発
見のため、特定健康診査等を受けやすくする等の取組みを行って
います。
また、国の認知症施策推進５ヶ年計画（オレンジプラン）に基づ
き、認知症の予防・啓発や、認知症の方のご家族を支える事業等
を行っているほか、認知症のケアを提供する介護保険施設などの
整備を計画的に進めることとしています。

11 大曲厚生医療センターの職員（看護師）の対応、言葉使いが良くな
い。市も深く関わっているので、働きかけてほしい。

市と大曲厚生医療センターでは、「大仙市医療・行政連携連絡会」
を設置し、市民の方からの意見や要望等を踏まえた地域医療の課
題等について意見交換を行っていますので、接遇向上に向けた改
善を求めたいと思います。

12

内
小
友
公
民
館

病院は整備されたが、優秀な医師を配属するよう働きかける必要が
あるのではないか。

医師の確保については、大曲厚生医療センターのみならず全県的
な課題であります。県では、資金貸与や医師臨床研修制度、女性
医師の支援制度を設けるなどの取り組みを行っていますが、市と
しても、これまで以上に関係機関との連携を密にして、医師の確
保を支援していきたいと思います。大曲厚生医療センターにおい
ては、秋田大学等との連携強化を図るなど、医師の充足や診療体
制の充実に取り組んでいると伺っております。
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No. 開催場所 いただいたご意見 市長からの回答

13

角
間
川
公
民
館

大仙市の税金は県内の市と比較して高いか。比較した分かり易い資
料を公表して欲しい。

市の税率や手続き等については市のホームページ上でお知らせし
ていますが、他の自治体と比較を行った資料はありませんので、
今後、公表を検討したいと思います。

14 3.11の震災後、災害発生時の市の広報のあり方について検討され
たか。給水場所についても検討したか、知らせてほしい。

東日本大震災の教訓を受け、市では、災害時の緊急速報メールの
配信を開始したほか、人工衛星を用いて国から直接情報を送信す
るＪアラートの導入に向けた準備を行っています。
また、給水車による給水は、水道施設の復旧に時間がかかる場合
に行いますが、その実施場所は、市内の被害状況を考慮した上
で、市役所支所や学校の校庭のように、人が並ぶことのできる広
さや、駐車場が一定程度確保できること、公共施設等のわかりや
すい場所であること等の条件に合った場所を選択することとして
います。

15 冬のスポーツ施設の整備を要望する。スケート場などを整備し、ま
ちの活性化を図ってほしい。

市では現在、冬季スポーツの推進のため、小・中学生に市内スキー
場リフト共通シーズン券を無料配布し、スキー人口の増加と地域
経済の活性化を図っていますが、今後も様々なご意見をいただき
ながら、冬季スポーツの環境整備を検討していきたいと思います。
なお、現在大曲西道路の橋脚下を利用し、年間を通して利用でき
る多目的広場の整備を県が進めており、今年度中に工事が完了し
来年度から利用可能になると伺っております。

16 角間川地区に久しぶりに農業後継者が誕生した。この後も支援を願
いたい。

将来の地域農業を担う新規就農者の育成や確保は重要な課題です
ので、今後も引き続き、県やJAなどの関係機関との協力の下、
栽培技術や経営の指導などの様々な支援を行っていきたいと思い
ます。

17
神
岡
地
域

福島、宮田地区の基盤整備事業（約60ha）は採択が５年先と言わ
れている。一刻も早く整備されるよう要望する。

現在、事業主体である県への要望を行っているところですが、全
県的に要望が集中しており、採択までは至っていませんので、今
後も引き続き、早期採択に向けて県に要望していきたいと思いま
す。

18 県の政策に対応できるような基盤整備計画をされるようにしていた
だきたい。

県営ほ場整備事業については、現在市内の12地区で事業を実施
しており、今後はさらに、神岡地域の福島・宮田地区を含めて
12地区で実施を予定しています。引き続き、地域のご要望やご
意見等をふまえ、県の政策に対応しながら、順次計画的に進めて
いきたいと思います。

19

中
仙
地
域

旧町村の道路整備に力を入れてほしい。圃場整備事業で幹線道路用
地として創設した用地がいまだに整備されないので、管理が大変に
なっている。いつまで地域で管理すればよいのか。整備の方向付け
をしてほしい。

ほ場整備事業で創設された中仙地域の２箇所の用地は、現在策定
中の次期総合計画の中で利用方法を検討していきますが、当面の
管理については、地域の環境保全推進のために実施される「多面
的機能支払交付金事業」により、各地域の皆様と十分協議し実施
していきたいと思います。

20 税の申告会場について、休日に行ったところ、待合室に暖房がなく
大変寒い思いをした。対策を検討してほしい。

申告会場の中仙支所は、庁舎全体の暖房設備を備えていますが、
故障のため十分な暖房を設置できず、大変申し訳ありませんでし
た。次回からは暖房設備の整った場所でお待ちいただけるよう準
備しますので、今後ともご協力くださるようお願いいたします。

21 自主防災組織を行政の指導により作ったが、どのような活動をすれ
ばよいのかが良くわからない。指導を強化してほしい。

大規模な災害が発生した場合、行政による対応だけでは限界があ
り、すべての地域で早期に実効性のある対策を採るのが難しい場
合もあります。自主防災組織は、そのような場合に備え、自分た
ちの地域は自分たちで守るという自覚や連帯感に基づき、日頃か
らの防災活動や災害時の避難誘導等の活動を行っていただくため
に結成される組織です。市では、防災出前講座や研修会等の活動
支援を行っていますので、これらをご活用いただきながら、それ
ぞれの地域の実情に合った活動をお願いしたいと思います。

22 地域のあるべき姿をみんなで作るべきと思う。地域の発展計画を創
るべきと思う。

市では、合併からこれまでの取り組みを総括するとともに、地域
の目指す方向とそれを実現する具体的な取り組みを、次期総合計
画に定めることとしております。 また、各地域の10年先を見据
えた新たな地域振興計画を次期総合計画の中に「地域編」として
取り入れることとし、現在各地域協議会において協議が進められ
ております。これらの計画については、市民の皆様からいただい
たご意見を十分反映し、地域のあるべき姿を地域全体で考えてい
きたいと思います。

23
農協によるメガ団地事業が進んでいるが、地域活性化のために上手
くいってほしい。そのためには実際に運営する会社《法人》の経営
指導を市としてもしっかりやってほしい。

中仙地域の園芸メガ団地整備事業は、県、JA、市が連携して、
栽培技術の習得に対する支援を実施しているほか、試験栽培の費
用を助成して、本格栽培に向けた準備を進めています。計画どお
りに経営が軌道に乗り、安定した収穫量と品質が確保できるよ
う、県やJAと連携を密にしながら、指導と支援を継続していき
たいと思います。

24 八乙女野球場スタンドのサビとカビがすごい。市外からの来場者も
驚いている。速急に補修してほしい。

市内の他の球場も同じような状況となってきていることから、ベ
ンチの破損など危険と思われる箇所を優先的に補修しています
が、今後は順次、付着した汚れや塗装剥離も含めて、環境整備に
努めていきます。

25
通学路のライン引きについて、
２年前からお願いしているが、
まだ検討中か知らせてほしい。

新山囲ノ内線は、当初は側溝改良工事が予定されていたことか
ら、その完成後に外側線を設置することとしていましたが、実施
まで至っていませんでした。代替手段として、平成27年度中に
グリーンベルトを設置することで、児童や生徒の安全を確保した
いと思います。

26
坂の上橋を車が通るたびに、
すごい音がする。直してほし
い。

坂の上橋は、早急に補修が必要な橋りょうの一つとして、現在設
計を進めている段階で、平成27年度には補修工事を実施したい
と考えています。なお、補修工事を実施するまでの間は、引き続
き舗装などの応急措置を行います。
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No. 開催場所 いただいたご意見 市長からの回答

27

西
仙
北
地
域

中国からのPM2.5についてどういう対策を考えているのか。
中国の大気汚染が深刻化していることを受け、県では大気中の微
少粒子状物質（PM2.5）の観測を強化しており、市でも、県の測
定結果に基づき、必要に応じてマスクの着用や不要な外出の自粛
などを呼びかけることとしています。

28 畑などの耕作放棄地について、市のネットワークで市民に提供する
というようなことは考えていないのか。

農業委員会では、耕作放棄地などの遊休農地の調査を行っており、
市としても、その有効活用を図っていくことが重要だと考えてい
ますので、所有者の方の承諾を得られたものについては、市のホー
ムページ等での公開を検討したいと思います。

29 企業誘致活動を行う際に管内の企業関係者（商工会や農協）を同行
させたらどうか。

市では、地元企業への支援策や新規企業進出の情報を得た際には、
必要に応じて、商工団体や農協等と連絡を取り合いながら活動し
ています。地域における雇用の場を創出することは、定住を促進
する上でも特に重要ですので、今後も関係団体との連携を密にし
て活動していきたいと思います。

30

太
田
地
域

小さい子ども達を守らなければならない、一人で歩いていると、非
常に危険、どう守っていくか考えてほしい。

市では、定期的な危険箇所の調査や防犯パトロールのほか、見守
り隊による学校周辺での声かけなどを行っています。今後も警察
を始め、ご家庭や地域の皆様のご協力をいただきながら、地域全
体で子どもたちの安全を守っていきたいと思います。

31 空き家を、ふるさとへ帰ってきた人の滞在場所にできないか。
空き家は個人の財産ですので、市の所有物として、帰省された方
への一時的な滞在場所として提供するためには、多額の管理費用
等が生じることになります。このような点を踏まえ、定住促進に
関する施策の一環として、慎重に検討したいと思います。

32 移動販売車が減っている。年間いくらでもいいから、補助していた
だけないか。

平成26年度から、南外地域外小友地区を対象に、毎週火曜日と
土曜日に移動販売車を委託運行しています。今後はこの効果を検
証し、他の地域への展開も検討していきたいと思います。

33 地域スポーツクラブの助成金が少なくなった。財政面で厳しくなっ
たので、支援をお願いしたい。

地域スポーツクラブについては、日本スポーツ振興センター（ス
ポーツ振興くじ助成）のクラブ運営費助成の減額により財政面へ
の影響が出てきております。心身ともに健康で活力のある生活を
送るため、スポーツ振興は大変重要ですので、スポーツクラブの
自立に向けた財政的な支援や、地域スポーツ施設の維持管理の将
来的な指定管理委託、また、活動拠点となる地域公共スポーツ施
設の整備など、様々な形での支援を検討していきたいと思いま
す。

　

合
併
後
10
年
を
経
過
し
、
当
初
あ
っ
た
地
域
エ
ゴ

丸
出
し
の
議
論
は
少
な
く
な
っ
た
と
聞
く
。
市
政
全

体
を
考
え
た
方
向
に
動
い
て
い
る
の
は
前
進
と
い
え

る
。

　

26
年
度
の
「
市
政
懇
談
会
」
が
６
月
に
開
催
さ
れ
、

初
め
て
出
席
し
た
。
平
日
の
午
後
の
せ
い
か
参
加
者

は
少
な
い
。
25
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
て
も
、
60

歳
代
、
70
歳
代
の
人
が
ほ
と
ん
ど
で
、
い
わ
ば
第
一

線
を
退
い
た
人
々
の
集
ま
り
の
感
が
あ
る
。
あ
る
意

味
で
は
、
こ
の
会
が
セ
レ
モ
ニ
ー
化
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。（
議
員
の
皆
さ
ん
が
個
々
に
懇
談
会
を

開
催
し
て
い
れ
ば
別
だ
が
）

　

大
切
な
市
政
を
考
え
、
意
見
交
換
す
る
場
が
も
っ

と
開
催
さ
れ
、
各
年
代
の
人
が
参
加
で
き
る
よ
う
工

夫
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
思
う
。

　

政
府
は
「
地
方
創
生
」
を
掲
げ
、
特
色
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
す
る
地
方
に
補
助
金
等
の
支
援
を
強
化
す

る
よ
う
だ
。
以
前
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
だ
が
、
行
政

の
発
想
力
・
創
造
力
が
強
く
問
わ
れ
て
い
る
。
当
市

で
は
新
聞
に
よ
れ
ば
、
実
質
公
債
費
比
率
が
全
県
一

高
い
し
、
将
来
負
担
比
率
も
全
県
で
飛
び
抜
け
て
高

い
。
そ
の
他
、
農
業
の
問
題
、
少
子
化
対
策
な
ど
問

題
山
積
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
大
変
な
時
期
で
あ
り
、
市
民
全
体
で

諸
問
題
を
共
有
す
る
こ
と
も
大
切
だ
ろ
う
。
市
議
会

も
市
当
局
も
市
民
と
の
意
思
疎
通
を
図
り
、
難
局
を

克
服
す
る
道
し
る
べ
を
示
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
曲
地
域　

大
友　

康
夫
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